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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

表紙紹介「３月は去る」ともいいます
が、この時期は卒業のシーズン。学生に
とっては思い出の学舎を後にして、進学
や就職へと歩んでいきます。さあ、春は
すぐそこ…土の中の生き物も冬眠から
覚めてくることでしょう。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ（目次）、スナップ
ゆふのまちの〝新芽〟
①合併記念式典
②地域審議会始動
③まちづくりフォーラム
④大学との交流協定締結
⑤市政懇談会開始
市政だより
市長コラム「こんにちは、市長です」
★キラリ編集
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みんなの広場
郷土史紹介
新着本紹介    
ＤＥＡＲ　図書館だより
まちかどズームアップ
ハッピーバースデー／さわやかキッズ
まちのスポットライト

弥
生

snapshot今月のスナップ　 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

由布市役所庄内庁舎総務部総合政策課
〒879-5498 由布市庄内町柿原 302番地　
TEL097-582-1111  FAX097-582-3971
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　「あらかしの木」は由布市に分布するブナ科の常緑樹です。
　この木は粘り強く硬い木で、日本建築の組み木の止め栓とし
て活用されています。この「あらかしの木」が森となるには、長
い年月を要します。
　私たちの「由布市」は、このあらかしの木の生態と特質をまち
づくりに例えて、挾間・庄内・湯布院の風土、文化を大切に継承
しつつ、新生「由布市」のまちづくりを市民と行政が協働の精神
の中から「日本一の桃源郷」づくりを目指しています。『あらか
しの森林（もり）通信』はそのための情報資料です。

あらかしの森林（もり）通信の意味は？
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▲3月1日は、湯布院・辻馬車開き。さあ出発！！

人
の
動
き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

36,733人（－39）
17,651人（－12）
19,082人（－27）
13,835戸（　　0）

3月1日現在（　）は前月比

2006.3②③2006.3

新
芽

弥
生

ゆ
ふ
の
ま
ち
の

新
芽

誇
り
の
あ
る
町
へ（
住
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
）

　

由
布
市
が
発
足
し
て
半
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、市
で
は『
融
和・

協
働
・
発
展
』
を
理
念
に
置
き
、
市
政

運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

旧
３
町
の
境
が
な
く
な
り
、
お
互
い

の
交
流
を
深
め
一
体
感
を
図
り
つ
つ
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
良
さ
を
認

め
、
協
調
と
融
和
と
対
話
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
つ
の
理
念
に
基

づ
く
具
体
的
な
方
策
が
次
々
と
実
行
に

移
さ
れ
、
由
布
市
と
な
っ
て
初
め
て
の

春
に
そ
の
新
芽
が
発
生
し
始
め
ま
し
た
。

今
後
そ
の
芽
に
ど
の
よ
う
な
肥
料
を
与

え
、
生
長
を
促
し
て
い
く
か
は
私
た
ち

一
人
一
人
に
か
か
っ
て
い
き
ま
す
。
新

芽
が
大
き
な
森
林
と
な
り
、
全
国
に
誇

れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
が
主
役
の
由
布
市―

地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

り
、〝
ゆ
ふ
の
花
〞
が
大
き
く
咲
い
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

由布市
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昨
年
10
月
1
日
に
誕
生
し
た
由
布

市
の
合
併
記
念
式
典
が
、
2
月
15
日

に
は
さ
ま
未
来
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
自
衛
隊
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
で
式
典
は
始
ま
り
、

首
藤
市
長
が「
明
る
い
由
布
市
の
展

望
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
一
体
感
を

由
布
市
全
体
に
広
げ
、
融
和
、
協
働
、

発
展
を
理
念
に
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る

由
布
市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
後
藤
市
議
会
議

長
が「
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
歴
史
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
」と

述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
で
は
青
木
信
之
消
防
庁
総
務

課
国
民
保
護
室
長（
竹
中
平
蔵
総
務

大
臣
代
理
）、
広
瀬
勝
貞
知
事
や
衛

藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
ら
が
出
席
。

由
布
市
の
合
併
記
念
を
祝
い
、「
新

由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
合
併
功
労
者
表
彰
が
あ

り
、
旧
3
町
長
や
合
併
協
議
会
委
員

な
ど
に
表
彰
状
お
よ
び
市
長
感
謝
状

を
贈
呈
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤

哲
紹
旧
湯
布
院
町
長
が「
地
域
住
民

の
心
強
い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱

を
行
い
、
今
後
の
由
布
市
の
発
展
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
功
労
被
表
彰
者
お
よ
び
市

長
感
謝
状
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

■
総
務
大
臣
表
彰

　

佐
藤
成
己（
旧
挾
間
町
長
）、
首
藤

　

奉
文（
旧
庄
内
町
長
）、
佐
藤
哲
紹

　
（
旧
湯
布
院
町
長
）

■
大
分
県
知
事
表
彰

　

佐
藤
成
己（
旧
挾
間
町
長
）、
首
藤

　

奉
文（
旧
庄
内
町
長
）、
佐
藤
哲
紹

　
（
旧
湯
布
院
町
長
）、後
藤
憲
次（
旧

　

挾
間
町
議
会
議
長
）、
小
野
弘
文

　
（
旧
庄
内
町
議
会
議
長
）、
吉
村
幸

　

治（
旧
湯
布
院
町
議
会
議
長
）

■
市
長
感
謝
状

　
【
旧
挾
間
町
関
係
】佐
藤
健
治（
助

　

役
）、
佐
藤
精
治（
町
議
会
議
長
）、

　

安
部
栄
治（
町
議
会
議
員
）、
佐
藤

　

文
雄（
同
）、
安
部
清
美（
学
識
経

　

験
者
）、
松
田
美
恵
子（
同
）、
田

　

中
真
理
子（
同
）　

　
【
旧
庄
内
町
関
係
】藤
川
哲
雄（
助

　

役
）、
田
中
一
男（
同
）、
甲
斐
俊

　

男（
町
議
会
議
長
）、
三
重
野
精
二

　
（
町
議
会
議
員
）、大
塚
寿
徳（
同
）、

　

小
野
哲
蔵（
学
識
経
験
者
）、
吉
瀬

　

千
佐
子（
同
）、
幸
波
子（
同
）

　
【
旧
湯
布
院
町
関
係
】重
見
太
郎

　
（
助
役
）、
志
手
一
夫（
同
）、
日
野

　

君
人（
町
議
会
議
長
）、佐
藤
正（
町

　

議
会
議
員
）、
幸
野
元
行（
同
）、

　

溝
口
清
三（
同
）、
衛
藤
昭
彦（
学

　

識
経
験
者
）、
倉
野
早
苗（
同
）、

　

近
藤
久
子（
同
）

▲式典には、多くの出席者がありました。
▼融和、協働、発展を基本理念に ▼アトラクションによるオープニング ▼あいさつを述べる首藤市長

▼

合
併
功
労
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼

来
賓
者
も
由
布
市
合
併
を
祝
い
ま
し
た
。
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芽
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布
市
合
併
記
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郎

　
（
助
役
）、
志
手
一
夫（
同
）、
日
野

　

君
人（
町
議
会
議
長
）、佐
藤
正（
町

　

議
会
議
員
）、
幸
野
元
行（
同
）、

　

溝
口
清
三（
同
）、
衛
藤
昭
彦（
学

　

識
経
験
者
）、
倉
野
早
苗（
同
）、

　

近
藤
久
子（
同
）

▲式典には、多くの出席者がありました。
▼融和、協働、発展を基本理念に ▼アトラクションによるオープニング ▼あいさつを述べる首藤市長

▼
合
併
功
労
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼

来
賓
者
も
由
布
市
合
併
を
祝
い
ま
し
た
。

新
芽
●1

2006.3④⑤2006.3

由
布
市
合
併
記
念
式
典
開
催



新芽●2 地域づくりの羅針盤
由布市地域審議会が設置されました。由布市地域審議会が設置されました。

－地域の声を地域発展のために－

3
地
域
か
ら
15
名
ず
つ
、

計
45
名
の
委
員
が
誕
生

開
か
れ
ま
し
た
。

　

湯
布
院
地
域
審
議
会
は
2
月
1
日

に
湯
布
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
庄
内
地
域
審
議
会
は
2
月
2
日

に
庄
内
庁
舎
で
、
挾
間
地
域
審
議
会

は
2
月
6
日
に
は
さ
ま
未
来
館
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
首
藤
市
長
が
委
員
一
人
一

人
に
委
嘱
状
を
交
付
。
「
融
和
、
協

働
、
発
展
の
理
念
の
下
、
由
布
市
の

発
展
に
向
け
て
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
市
事
務
局
か
ら
審
議
会

説
明
と
由
布
市
の
建
設
計
画
が
映
像

で
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域

と
も
審
議
会
の
会
長
、
副
会
長
を
選

ん
だ
後
は
、
早
速
、
今
後
の
進
め
方

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

湯
布
院
で
は
、
3
地
域
の
融
和
と

バ
ラ
ン
ス
の
必
要
性
、
庄
内
で
は
3

審
議
会
相
互
の
情
報
交
換
の
要
望
、

挾
間
で
は
主
体
的
な
意
見
具
申
の
必

要
性
が
議
論
さ
れ
、
初
回
か
ら
活
発

な
意
見
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
会
委
員
の
任
期
は
2

年
。
今
後
、
事
務
局
の
あ
る
3
振
興

局
や
市
総
合
政
策
課
と
連
携
し
な
が

ら
、
各
地
域
の
発
展
と
由
布
市
全
体

の
振
興
を
図
る
た
め
に
活
発
な
審
議

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
諮
問
…
意
見
を
尋
ね
求
め
る
こ
と
。

　

地
域
審
議
会
は
、
「
市
町
村
の
合

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
合
併
協
定
目
の
中
の
「
第
27
項

目
地
域
審
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協

議
」
に
よ
り
、
挾
間
、
庄
内
、
湯
布

院
の
3
地
域
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
期
間
は
平
成
28
年
3
月
31
日

ま
で
。
審
議
会
で
は
、

①
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す
る

　

事
項

②
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
に
関

　

す
る
事
項

③
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活
用

　

に
関
す
る
事
項

④
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

　

項
を
市
長
の
（
※
）
諮
問
に
応
じ
て
審

議
し
、
答
申
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
審
議
会
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
次
の
事
項
、

①
当
該
区
域
に
お
い
て
の
み
行
わ
れ

　

る
事
項

②
当
該
区
域
に
特
別
に
利
害
関
係
の

　

あ
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長
に
対
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
公
募
を
含
め
て
、
3
振
興

局
内
に
住
所
を
有
す
る
計
45
名
の
審

議
会
委
員
が
決
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
委

嘱
状
交
付
式
と
第
1
回
の
審
議
会
が

湯布院町女性団体
連絡協議会長

庄内町女性団体連絡協議会
副会長、前町議会議員
前社会教育委員、前交流
体験施設運営協議会委員

▲

衛
藤
昭
彦
会
長
（
右
）
と
佐
藤
敏
雄
副
会
長 ▲

大
塚
寿
徳
会
長
（
右
）
と
首
藤
久
美
子

副
会
長

▲

二
宮
邦
弘
会
長
（
右
）
と
池
見
篤
子
副

会
長 挾

間
地
域
審
議
会

庄
内
地
域
審
議
会

湯
布
院
地
域
審
議
会

2006.3⑥⑦2006.3

氏　　名

※氏名は敬称を略させていただきます。

備　　考
衛藤  昭彦
八川  清彦
田代  教二
八川  正和
麻生  洋一
高倉健太郎
佐藤  紘一
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湯布院温泉旅館組合長
湯布院町商工会青年部長
前自治委員

シャボン玉工房会員

湯布院中学校PTA副会長

公　募
公　募
公　募
公　募
公　募

大塚  寿徳
首藤久美子
小野  哲蔵
工藤  誠一
上山  益弘
角田  豊美
坂本  善徳
工藤  三治

佐藤  久子

首藤  順子

阿南  嗣吉
井尾  義春
園田  幸雄
田代  政治
長峰  義幸

学識経験者
里の駅「かぐらちゃや」代表
合併協議会委員

由布市自治委員会副会長
由布市農業委員会副会長
庄内町商工会長
庄内町観光協会会長
由布市老人クラブ連合会会長

公　募
公　募
公　募
公　募
公　募

松田美恵子
川野  聲虎
安部  貞子
原田  昭由
田中  廣幸
西田  和昭
二宮  邦弘
甲下  典志

佐々木汎文

庄　 澄人

油布  洋一
二宮  哲雄
牧　 正一
池見  篤子
小野久仁子

合併協議会委員
由布市自治委員会役員

民生委員
農業後継者

青少年健全育成会議会長
未来クラブ代表

谷地域づくり推進協議会
挾間町商工会青年部長

挾間町文化協会

挾間町PTA連合会会長

公　募
公　募
公　募
公　募
公　募

湯　　布　　院
氏　　名 備　　考

庄　　　　内
氏　　名 備　　考

挾　　　　間

し
も
ん
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新芽●3

市民との協働のまちづくりを探る！市民との協働のまちづくりを探る！
フォーラムＹＵＦＵ

※ＫＪ法とは？
　無秩序な情報を統合整理することによって、新たな発想や共通点を発見し、問題解決のヒント
　や糸口を導き出すもの。

▲あらかしの樹が完成

▼突っこんだ質問タイム

▲各班の成果が壁に貼られました。

▲

み
ん
な
で
造
ろ
う
市
民
活
動
と

協
働

▲

作
業
の
後
は
各
班
の
発
表
へ

▲

情
報
に
つ
い
て

▲

班
内
で
自
由
に
意
見
交
換

▼たくさんのアイディアを書き出します
▲こんなことはどうかな。

▲前半は岡崎先生による講演会

▲市民と市職員が一緒になってワークショップ

協働と支え合いのまちづくり

「融和・協働・発展」を由布市基本理念としてまちづくりを進める中、
2月16日、庄内庁舎でフォーラムＹＵＦＵが開かれました。講師を迎え、
前半は講演会、後半は市民と市職員が一緒になってワークショップ形
式による意見発表がありました。一体感を参加者が文字通り体感する
ひとときとなりました。

　

今
回
、
講
演
会
講
師
に
は
法
政
大

学
教
授
の
岡
崎
昌
之
教
授
を
迎
え
ま

し
た
。
岡
崎
教
授
は
国
土
交
通
省
国

土
政
策
審
議
会
委
員
な
ど
を
つ
と
め
、

熊
本
県
小
国
町
や
旧
湯
布
院
町
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
も
参
画
。

　

講
演
で
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

市
民
と
市
役
所
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

の
必
要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
庄
内
庁
舎
会
議
室

に
は
、
後
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
ら
お
よ
そ
50
名
が
参
加
。

　
「
自
分
た
ち
で
こ
の
ま
ち
を
守
る

意
識
を
持
つ
こ
と
」「
身
の
回
り
か

ら
新
し
く
発
想
へ
」「
職
員
は
待
ち

で
は
な
く
、
自
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
の
外

へ
」な
ど
の
内
容
に
、
出
席
者
も
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。
市
民
3
名
、
市
職
員

3
名
の
計
6
名
が
一
つ
の
班
と
な
り
、

6
班
編
制
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
課
題
、
要
望
、
自
慢
、
魅
力
」と

「
目
標
づ
く
り
」を
、
各
人
が
そ
れ

ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
色
の
ポ
ス
ト
イ
ッ

ト
に
記
入
。
こ
れ
を（
※
）Ｋ
Ｊ
法

で
同
じ
島
を
作
り
、
タ
イ
ト
ル
を
付

け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
ま
ず
は

現
状
の
把
握
が
大
切
で
す
。

　

次
に
、「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
」を
別
の
色
の

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
記
入
。
模
造
紙
の

上
で
大
き
な
樹
木（
あ
ら
か
し
の
樹
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ま
と
め
て
い
く
作

業
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は「
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
い
う
項
目
を
ど
ん
ど

ん
と
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
記
入
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
作
り
や

仕
上
げ
で
は
班
内
で
活
発
な
話
し
合

い
と
な
り
、
こ
れ
は
班
内
の
融
和
と

協
働
が
な
い
と
な
か
な
か
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
。

　

完
成
し
た
後
は
各
班
ご
と
に
そ
の

成
果
を
代
表
者
が
発
表
。
6
班
あ
れ

ば
6
通
り
の
あ
ら
か
し
の
樹
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
も
個
性
の
あ
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
発
表
と
い

う
こ
と
で
、
持
ち
時
間
内
に
う
ま
く

言
い
尽
く
せ
な
い
班
も
あ
り
ま
し
た

が
、
上
々
の
出
来
具
合
。
時
に
は
笑

い
を
誘
う
発
表
も
あ
り
、
終
始
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
は「
も
う
か
る
農

業
と
は
？
」「
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
は
？
」な
ど
突
っ

込
ん
だ
内
容
も
あ
り
、
そ
の
熱
心
さ

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
首
藤
市
長
が「
お
互
い
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
大
切
」と
講
評
。
ま
た
、

岡
崎
教
授
は「
ジ
ャ
ズ
が
良
い
例
で
、

協
働
で
も
っ
て
新
し
い
旋
律
の
由
布

市
が
築
か
れ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は「
時
間
が
足

り
な
か
っ
た
」、「
自
分
の
住
む
地
域

は
知
っ
て
い
て
も
他
の
地
域
は
知
ら

な
か
っ
た
」、「
お
互
い
の
意
見
交
換

の
場
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
市
全
体
の
協
働
が
大
い
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▲
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市民との協働のまちづくりを探る！市民との協働のまちづくりを探る！
フォーラムＹＵＦＵ

※ＫＪ法とは？
　無秩序な情報を統合整理することによって、新たな発想や共通点を発見し、問題解決のヒント
　や糸口を導き出すもの。

▲あらかしの樹が完成

▼突っこんだ質問タイム

▲各班の成果が壁に貼られました。

▲

み
ん
な
で
造
ろ
う
市
民
活
動
と

協
働

▲

作
業
の
後
は
各
班
の
発
表
へ

▲

情
報
に
つ
い
て

▲

班
内
で
自
由
に
意
見
交
換

▼たくさんのアイディアを書き出します
▲こんなことはどうかな。

▲前半は岡崎先生による講演会

▲市民と市職員が一緒になってワークショップ

協働と支え合いのまちづくり

「融和・協働・発展」を由布市基本理念としてまちづくりを進める中、
2月16日、庄内庁舎でフォーラムＹＵＦＵが開かれました。講師を迎え、
前半は講演会、後半は市民と市職員が一緒になってワークショップ形
式による意見発表がありました。一体感を参加者が文字通り体感する
ひとときとなりました。

　

今
回
、
講
演
会
講
師
に
は
法
政
大

学
教
授
の
岡
崎
昌
之
教
授
を
迎
え
ま

し
た
。
岡
崎
教
授
は
国
土
交
通
省
国

土
政
策
審
議
会
委
員
な
ど
を
つ
と
め
、

熊
本
県
小
国
町
や
旧
湯
布
院
町
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
も
参
画
。

　

講
演
で
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

市
民
と
市
役
所
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

の
必
要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
庄
内
庁
舎
会
議
室

に
は
、
後
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
ら
お
よ
そ
50
名
が
参
加
。

　
「
自
分
た
ち
で
こ
の
ま
ち
を
守
る

意
識
を
持
つ
こ
と
」「
身
の
回
り
か

ら
新
し
く
発
想
へ
」「
職
員
は
待
ち

で
は
な
く
、
自
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
の
外

へ
」な
ど
の
内
容
に
、
出
席
者
も
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。
市
民
3
名
、
市
職
員

3
名
の
計
6
名
が
一
つ
の
班
と
な
り
、

6
班
編
制
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
課
題
、
要
望
、
自
慢
、
魅
力
」と

「
目
標
づ
く
り
」を
、
各
人
が
そ
れ

ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
色
の
ポ
ス
ト
イ
ッ

ト
に
記
入
。
こ
れ
を（
※
）Ｋ
Ｊ
法

で
同
じ
島
を
作
り
、
タ
イ
ト
ル
を
付

け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
ま
ず
は

現
状
の
把
握
が
大
切
で
す
。

　

次
に
、「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
」を
別
の
色
の

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
記
入
。
模
造
紙
の

上
で
大
き
な
樹
木（
あ
ら
か
し
の
樹
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ま
と
め
て
い
く
作

業
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は「
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
い
う
項
目
を
ど
ん
ど

ん
と
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
記
入
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
作
り
や

仕
上
げ
で
は
班
内
で
活
発
な
話
し
合

い
と
な
り
、
こ
れ
は
班
内
の
融
和
と

協
働
が
な
い
と
な
か
な
か
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
。

　

完
成
し
た
後
は
各
班
ご
と
に
そ
の

成
果
を
代
表
者
が
発
表
。
6
班
あ
れ

ば
6
通
り
の
あ
ら
か
し
の
樹
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
も
個
性
の
あ
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
発
表
と
い

う
こ
と
で
、
持
ち
時
間
内
に
う
ま
く

言
い
尽
く
せ
な
い
班
も
あ
り
ま
し
た

が
、
上
々
の
出
来
具
合
。
時
に
は
笑

い
を
誘
う
発
表
も
あ
り
、
終
始
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
は「
も
う
か
る
農

業
と
は
？
」「
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
は
？
」な
ど
突
っ

込
ん
だ
内
容
も
あ
り
、
そ
の
熱
心
さ

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
首
藤
市
長
が「
お
互
い
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
大
切
」と
講
評
。
ま
た
、

岡
崎
教
授
は「
ジ
ャ
ズ
が
良
い
例
で
、

協
働
で
も
っ
て
新
し
い
旋
律
の
由
布

市
が
築
か
れ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は「
時
間
が
足

り
な
か
っ
た
」、「
自
分
の
住
む
地
域

は
知
っ
て
い
て
も
他
の
地
域
は
知
ら

な
か
っ
た
」、「
お
互
い
の
意
見
交
換

の
場
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
市
全
体
の
協
働
が
大
い
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▲



新芽●4

大学と相互協力の時代へ大学と相互協力の時代へ

▶
大
分
大
学
の
羽
野
学
長
（
右
）
と
握
手

▶
庄
内
・
大
津
留
地
区
で
は
市
民
や
職
員
合

　

わ
せ
て
お
よ
そ
50
名
が
出
席
。

▶
挾
間
・
石
城
川
地
区
で
は
お
よ
そ
60
名
が

　

出
席
。

▶
湯
布
院
・
湯
平
地
区
で
は
お
よ
そ
60
名
が

　

出
席
。

2006.3⑩⑪2006.3

28日には大分大学と
相互協力協定締結へ

　

２
月
28
日
に
は
、
国
立
大
学
法
人

「
大
分
大
学
」
（
羽
野
忠
学
長
）
と

相
互
協
力
協
定
調
印
式
が
庄
内
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
大
学
は
国
立
大
学
法
人
化
に

伴
い
、
活
動
の
自
主
性
と
特
色
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
立
地

の
地
域
に
根
ざ
し
た
調
査
・
研
究
と

連
携
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
挾
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
医
学
部

や
附
属
病
院
が
あ
り
、
由
布
市
も
少

子
高
齢
化
や
過
疎
対
策
に
取
り
組
む

た
め
に
も
大
分
大
学
と
協
力
し
て
地

域
問
題
の
解
決
を
図
る
必
要
性
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
両
者
の
協

力
協
定
締
結
に
至
り
、
当
日
の
式
に

は
双
方
関
係
者
20
名
ほ
ど
が
出
席
。

　

首
藤
市
長
は
「
新
し
い
市
の
歩
み

の
た
め
に
も
、
一
層
の
相
互
協
力
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

羽
野
学
長
も
「
医
学
部
が
由
布
市
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
由
布
市
発
展
に
協

力
し
、
総
合
的
対
応
と
継
続
的
共
同

で
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

協
力
事
項
と
し
て
教
育
・
文
化
・

生
涯
学
習
及
び
人
材
育
成
の
諸
課
題

の
取
り
組
み
、
情
報
化
社
会
の
構
築

に
お
け
る
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
な

ど
合
わ
せ
て
９
項
目
で
協
力
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
書
に
調
印
後
、
握
手
す
る
首
藤
市
長
と
別
府

◀
大
学
の
西
村
理
事
長
（
左
）

2月17日、由布市と別府大学が
相互協力協定締結

　

由
布
市
と
学
校
法
人
「
別
府
大

学
」
（
西
村
駿
一
理
事
長
）
と
の
相

互
協
力
協
定
調
印
式
が
、
２
月
17
日

に
ゆ
ふ
の
丘
プ
ラ
ザ
（
旧
県
立
湯
布

院
青
年
の
家
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

別
府
大
学
は
旧
挾
間
町
と
交
流
協

定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
由
布
市

合
併
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
交
流
を
由

布
市
で
も
拡
げ
よ
う
と
市
側
か
ら
提

案
。
ま
た
、
旧
県
立
湯
布
院
青
年
の

家
は
別
府
大
学
が
指
定
管
理
者
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
縁
が
深
い
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
双
方
の
関
係
者
お
よ

そ
30
人
が
出
席
。
首
藤
市
長
と
西
村

理
事
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
別
府
大
学
の
高
い

技
術
を
由
布
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

と
結
び
、
全
国
に
誇
れ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
西
村
理
事
長
も
「
由
布

市
は
大
分
県
の
中
心
位
置
。
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
等
に
力
を
入
れ
、
情
報
の

発
信
基
地
と
方
向
づ
け
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
府
大
学
が
現
在
別
府

市
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
由
布
市

で
も
拡
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
希
望

や
、
食
物
バ
イ
オ
な
ど
の
研
究
を
産

業
発
展
に
生
か
し
た
い
と
い
う
将
来

計
画
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
地

域
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

由
布
市
で
は
２
月
20
日
か
ら
市
政

懇
談
会
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
首

藤
市
長
ほ
か
職
員
が
市
内
各
地
域
の

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
を
ま
わ
り
、

「
由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
ビ
ジ
ョ

ン
を
紹
介
。
市
発
足
後
初
の
地
域
懇

談
会
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
う
か
が

う
も
の
で
す
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も

出
席
者
全
員
が
ひ
ざ
を
交
え
て
語
ら

う
和
や
か
な
雰
囲
気
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。 　

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
庄
内
・
大
津

留
地
域
は
影
戸
公
民
館
で
午
後
７
時

か
ら
開
催
。
冒
頭
、
首
藤
市
長
が

「
今
日
は
由
布
市
に
な
っ
て
感
じ
た

こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
市
職
員
か
ら

由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
映

像
で
説
明
さ
れ
た
後
、
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
は
「
バ
ス
が
廃
止
と
な

り
、
住
民
の
足
を
守
る
方
策
は
？
」

「
地
域
活
性
化
の
た
め
、
本
地
域
の

情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
挾
間
・
石
城
地

区
を
対
象
に
北
部
地
区
共
同
利
用
施

設
で
開
催
。
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
な
い
方
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
」

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
検
討
を
」

「
猿
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
対
策
」

な
ど
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
27
日
に
は
湯
布
院
・
湯
平

地
区
を
対
象
に
湯
平
地
区
公
民
館
で

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
が
ほ
ぼ

満
員
の
中
で
始
ま
り
「
市
総
合
計
画

策
定
へ
民
意
の
反
映
は
？
」
「
地
域

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
」
「
防
災
対
策
へ
専
門
家
を

招
へ
い
で
き
な
い
か
」
な
ど
幅
広
い

意
見
が
住
民
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
内
の
各
小
学
校
区
を

基
本
に
地
域
を
分
け
、
秋
ご
ろ
ま
で

に
20
ヵ
所
の
地
区
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。

新芽●5 由布市のまちづくり
市政懇談会（地域懇談会）が

始まりました
市政懇談会（地域懇談会）が

始まりました
－市発足後初めての懇談会－



新芽●4

大学と相互協力の時代へ大学と相互協力の時代へ

▶
大
分
大
学
の
羽
野
学
長
（
右
）
と
握
手

▶
庄
内
・
大
津
留
地
区
で
は
市
民
や
職
員
合

　

わ
せ
て
お
よ
そ
50
名
が
出
席
。

▶
挾
間
・
石
城
川
地
区
で
は
お
よ
そ
60
名
が

　

出
席
。

▶
湯
布
院
・
湯
平
地
区
で
は
お
よ
そ
60
名
が

　

出
席
。
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28日には大分大学と
相互協力協定締結へ

　

２
月
28
日
に
は
、
国
立
大
学
法
人

「
大
分
大
学
」
（
羽
野
忠
学
長
）
と

相
互
協
力
協
定
調
印
式
が
庄
内
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
大
学
は
国
立
大
学
法
人
化
に

伴
い
、
活
動
の
自
主
性
と
特
色
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
立
地

の
地
域
に
根
ざ
し
た
調
査
・
研
究
と

連
携
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
挾
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
医
学
部

や
附
属
病
院
が
あ
り
、
由
布
市
も
少

子
高
齢
化
や
過
疎
対
策
に
取
り
組
む

た
め
に
も
大
分
大
学
と
協
力
し
て
地

域
問
題
の
解
決
を
図
る
必
要
性
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
両
者
の
協

力
協
定
締
結
に
至
り
、
当
日
の
式
に

は
双
方
関
係
者
20
名
ほ
ど
が
出
席
。

　

首
藤
市
長
は
「
新
し
い
市
の
歩
み

の
た
め
に
も
、
一
層
の
相
互
協
力
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

羽
野
学
長
も
「
医
学
部
が
由
布
市
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
由
布
市
発
展
に
協

力
し
、
総
合
的
対
応
と
継
続
的
共
同

で
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

協
力
事
項
と
し
て
教
育
・
文
化
・

生
涯
学
習
及
び
人
材
育
成
の
諸
課
題

の
取
り
組
み
、
情
報
化
社
会
の
構
築

に
お
け
る
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
な

ど
合
わ
せ
て
９
項
目
で
協
力
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
書
に
調
印
後
、
握
手
す
る
首
藤
市
長
と
別
府

◀
大
学
の
西
村
理
事
長
（
左
）

2月17日、由布市と別府大学が
相互協力協定締結

　

由
布
市
と
学
校
法
人
「
別
府
大

学
」
（
西
村
駿
一
理
事
長
）
と
の
相

互
協
力
協
定
調
印
式
が
、
２
月
17
日

に
ゆ
ふ
の
丘
プ
ラ
ザ
（
旧
県
立
湯
布

院
青
年
の
家
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

別
府
大
学
は
旧
挾
間
町
と
交
流
協

定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
由
布
市

合
併
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
交
流
を
由

布
市
で
も
拡
げ
よ
う
と
市
側
か
ら
提

案
。
ま
た
、
旧
県
立
湯
布
院
青
年
の

家
は
別
府
大
学
が
指
定
管
理
者
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
縁
が
深
い
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
双
方
の
関
係
者
お
よ

そ
30
人
が
出
席
。
首
藤
市
長
と
西
村

理
事
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
別
府
大
学
の
高
い

技
術
を
由
布
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

と
結
び
、
全
国
に
誇
れ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
西
村
理
事
長
も
「
由
布

市
は
大
分
県
の
中
心
位
置
。
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
等
に
力
を
入
れ
、
情
報
の

発
信
基
地
と
方
向
づ
け
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
府
大
学
が
現
在
別
府

市
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
由
布
市

で
も
拡
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
希
望

や
、
食
物
バ
イ
オ
な
ど
の
研
究
を
産

業
発
展
に
生
か
し
た
い
と
い
う
将
来

計
画
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
地

域
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

由
布
市
で
は
２
月
20
日
か
ら
市
政

懇
談
会
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
首

藤
市
長
ほ
か
職
員
が
市
内
各
地
域
の

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
を
ま
わ
り
、

「
由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
ビ
ジ
ョ

ン
を
紹
介
。
市
発
足
後
初
の
地
域
懇

談
会
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
う
か
が

う
も
の
で
す
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も

出
席
者
全
員
が
ひ
ざ
を
交
え
て
語
ら

う
和
や
か
な
雰
囲
気
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。 　

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
庄
内
・
大
津

留
地
域
は
影
戸
公
民
館
で
午
後
７
時

か
ら
開
催
。
冒
頭
、
首
藤
市
長
が

「
今
日
は
由
布
市
に
な
っ
て
感
じ
た

こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
市
職
員
か
ら

由
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
映

像
で
説
明
さ
れ
た
後
、
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
は
「
バ
ス
が
廃
止
と
な

り
、
住
民
の
足
を
守
る
方
策
は
？
」

「
地
域
活
性
化
の
た
め
、
本
地
域
の

情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
挾
間
・
石
城
地

区
を
対
象
に
北
部
地
区
共
同
利
用
施

設
で
開
催
。
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
な
い
方
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
」

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
検
討
を
」

「
猿
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
対
策
」

な
ど
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
27
日
に
は
湯
布
院
・
湯
平

地
区
を
対
象
に
湯
平
地
区
公
民
館
で

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
が
ほ
ぼ

満
員
の
中
で
始
ま
り
「
市
総
合
計
画

策
定
へ
民
意
の
反
映
は
？
」
「
地
域

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
」
「
防
災
対
策
へ
専
門
家
を

招
へ
い
で
き
な
い
か
」
な
ど
幅
広
い

意
見
が
住
民
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
内
の
各
小
学
校
区
を

基
本
に
地
域
を
分
け
、
秋
ご
ろ
ま
で

に
20
ヵ
所
の
地
区
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。

新芽●5 由布市のまちづくり
市政懇談会（地域懇談会）が

始まりました
市政懇談会（地域懇談会）が

始まりました
－市発足後初めての懇談会－



市政懇談会（地域座談会）を開催します
由布市のまちづくり

　このほど、市では広聴事業の一環として、市政懇談会を開催する運びとなりました。
　懇談会では市長が旧３町合併後の「由布市のまちづくり」ビジョンをご紹介するとともに、
市民の皆さんからまちづくりに対するご意見をお伺いします。ぜひ、この機会に皆さんのご
意見をお聴かせください。　※第4回から6回までの日程をお知らせします。

※お問い合せは総合政策課広報広聴係（℡０９７－５８２－１１１１内線２１７）まで。
※その他の地域・校区（地区）につきましては、随時市報やホームページ、また地区内班回覧等でお知らせします。

第４回

第５回

第６回

3月28日㈫

4月10日㈪

4月18日㈫

午後7時～
午後8時30分

庄内町
西庄内

挾間町
石城西部

湯布院町
川西・中川

畑田、みどり団地、猪野竹ノ下、
長野、葛原、佐平治、橋爪、
甲斐田、宇南水足、小松台、
深谷、雲取、小原、東家、平石

南田代、詰

中依、下依、前徳野、内徳野、
槐木、畑倉、奧江、上津々良、
下津々良、鮎川

ほのぼのプラザ
市民交流室

（みことピア内）

南田代公民館

川西農村健康
交流センター

月　　日 時　　間 地域・校区（地区） 対象自治区 懇談会場

あなたのご意見
お待ちしています
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市政だより市政だより

■
縦
覧
制
度

  

由
布
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
ご
自
分

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど

う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
土
地
及
び
家
屋
の
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

﹇
縦
覧
で
き
る
人
﹈

●
由
布
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
で
、
納
税
者
本
人
及
び
納

税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

（
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
者
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で

き
ま
す
）

●
納
税
者
と
同
居
の
親
族
及
び
納
税

管
理
人
（
納
税
通
知
書
等
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

■
閲
覧
制
度

  

自
分
の
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

借
地
人
・
借
家
人
等
に
対
し
て
も

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。

﹇
閲
覧
で
き
る
人
﹈

●
納
税
本
人
及
び
納
税
者
か
ら
の
委

任
状
を
持
参
し
た
人

・
本
人
の
場
合
は
、
納
税
通
知
書
ま

た
は
運
転
免
許
証
等
本
人
と
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
及
び
納
税

管
理
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通
知

書
」
を
持
参
す
れ
ば
閲
覧
が
可
能
で

す
。

●
閲
覧
を
申
請
す
る
際
に
は
、
必
ず

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間
中
は
、
名
寄
帳
の
閲
覧

に
限
り
手
数
料
が
無
料
で
す
（
期
間

終
了
後
は
3
0
0
円
か
か
り
ま
す
）
。

●
写
し
が
必
要
な
人
に
は
、
別
途
コ

ピ
ー
代
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
「
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
貸
借
権

そ
の
他
の
権
利
を
有
す
る
人
」
は
、

そ
の
確
認
を
行
う
た
め
関
係
書
類

（
契
約
書
等
）
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
後
の
新

所
有
者
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
は
、
通
年
で
価
格
等
を

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
を
し
た

旨
を
市
長
が
公
示
を
し
た
日
（
本
年

は
３
月
31
日
予
定
）
か
ら
新
年
度
の

価
格
等
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
総

務
課
内
）
に
対
す
る
審
査
申
出
期
間

が
、
価
格
等
を
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
し
た
旨
を
市
長
が
公
示
を
し

た
日
（
４
月
１
日
予
定
）
か
ら
納
税

通
知
書
受
領
後
60
日
ま
で
の
間
に
で

き
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
は
４
月
13
日
㈭
に
発
送
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

（
☎
0
9
7
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

内
線
１
４
１
・
１
４
３
・
１
３
９
）

　

今
回
で
、
通
算
６
回
目
と
な
る
日
出
生
台
演
習
場
で
の
米
海
兵
隊
に
よ
る
実

弾
射
撃
訓
練
が
２
月
16
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

駐
留
す
る
沖
縄
か
ら
１
月
20
日
に
到
着
し
て
以
後
、
離
市
ま
で
の
28
日
間
の

滞
在
期
間
中
、
実
弾
射
撃
間
訓
練
は
１
月
30
日
か
ら
始
ま
り
、
２
月
７
日
ま
で

の
９
日
間
の
内
、
８
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

米
海
兵
隊
移
転
訓
練
を
終
え
て

　

日
出
生
台
演
習
場
で
行
わ
れ
て
い
た
、
沖
縄
駐
留
の
米
海
兵
隊
実
弾
射
撃
訓

練
が
２
月
16
日
の
後
発
隊
出
発
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
通
算
６
回
目
と
な
っ
た
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
と
し
て
始

め
て
の
移
転
訓
練
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
由
布
市
自
治
委
員
会
の
役
員
、
由
布
市

議
会
議
員
、
由
布
市
連
合
消
防
団
等
々
の
皆
様
方
と
緊
密
な
意
見
交
換
を
行
い
、

市
民
の
共
通
理
解
の
上
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
具
体
的
な
日
程
通
知
が
遅
れ
た
た
め
、
国
に
対
し
情
報
の
早
期
伝

達
な
ど
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
現
地
指
揮
官
に
は
、
直
接
、
土
日
の
訓
練

自
粛
な
ど
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

海
兵
隊
の
滞
在
期
間
中
は
、
庄
内
庁
舎
に
「
市
対
策
本
部
」、
湯
布
院
庁
舎

に
「
現
地
対
策
事
務
所
」、
演
習
場
の
周
辺
自
治
区
内
に
「
若
杉
連
絡
所
」
を

設
置
、
市
職
員
が
日
に
3
回
、
演
習
場
周
辺
地
域
を
巡
回
す
る
と
と
も
に
、
湯

布
院
町
消
防
団
の
各
部
が
交
代
で
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
由
布
院
小
学
校
、
湯
布
院
中
学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
は

厳
寒
の
登
校
指
導
か
ら
下
校
時
間
帯
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
自
主
的
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
事
故
も
な
く
無
事
に
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
警
察
、
自
衛
隊
の
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
納
税
者
本
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通

知
書
」
等
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
免
税
点
未
満
の
人
及
び
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
後
の
新
所
有
者
に
つ
い

て
は
、
縦
覧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

縦
覧
期
間
●
４
月
１
日
㈯
〜
５
月
１
日
㈪
（
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間
●
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
●
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
） 

　
　
　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
　
　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

個
人
事
業
者
の
方
へ

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
お
済
み
で

す
か
？

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

当
す
る
個
人
事
業
者
の
方
の
平

成
17
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成

18
年
３
月
31
日
が
申
告
・
納
税

の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
・

納
税
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
無

申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦

課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
作
成
や
検
算
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

消
費
税
の
納
付
方
法
と
し
て
、

預
金
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が

利
用
で
き
ま
す
。
便
利
で
安
全

な
振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
、
振
替
納

税
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

平
成
１8
年
度　
固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

平
成
１8
年
度　
固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

米
海
兵
隊
の
実
弾
射
撃
訓
練
が

　
　
　
　
　
　
　

  

終
了
し
ま
し
た

由
布
市
長　

首
藤
奉
文



市政懇談会（地域座談会）を開催します
由布市のまちづくり

　このほど、市では広聴事業の一環として、市政懇談会を開催する運びとなりました。
　懇談会では市長が旧３町合併後の「由布市のまちづくり」ビジョンをご紹介するとともに、
市民の皆さんからまちづくりに対するご意見をお伺いします。ぜひ、この機会に皆さんのご
意見をお聴かせください。　※第4回から6回までの日程をお知らせします。

※お問い合せは総合政策課広報広聴係（℡０９７－５８２－１１１１内線２１７）まで。
※その他の地域・校区（地区）につきましては、随時市報やホームページ、また地区内班回覧等でお知らせします。

第４回

第５回

第６回

3月28日㈫

4月10日㈪

4月18日㈫

午後7時～
午後8時30分

庄内町
西庄内

挾間町
石城西部

湯布院町
川西・中川

畑田、みどり団地、猪野竹ノ下、
長野、葛原、佐平治、橋爪、
甲斐田、宇南水足、小松台、
深谷、雲取、小原、東家、平石

南田代、詰

中依、下依、前徳野、内徳野、
槐木、畑倉、奧江、上津々良、
下津々良、鮎川

ほのぼのプラザ
市民交流室

（みことピア内）

南田代公民館

川西農村健康
交流センター

月　　日 時　　間 地域・校区（地区） 対象自治区 懇談会場

あなたのご意見
お待ちしています

2006.3⑫⑬2006.3

市政だより市政だより

■
縦
覧
制
度

  

由
布
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
ご
自
分

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど

う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
土
地
及
び
家
屋
の
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

﹇
縦
覧
で
き
る
人
﹈

●
由
布
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
で
、
納
税
者
本
人
及
び
納

税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

（
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
者
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で

き
ま
す
）

●
納
税
者
と
同
居
の
親
族
及
び
納
税

管
理
人
（
納
税
通
知
書
等
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

■
閲
覧
制
度

  

自
分
の
資
産
に
つ
い
て
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

借
地
人
・
借
家
人
等
に
対
し
て
も

使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。

﹇
閲
覧
で
き
る
人
﹈

●
納
税
本
人
及
び
納
税
者
か
ら
の
委

任
状
を
持
参
し
た
人

・
本
人
の
場
合
は
、
納
税
通
知
書
ま

た
は
運
転
免
許
証
等
本
人
と
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
及
び
納
税

管
理
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通
知

書
」
を
持
参
す
れ
ば
閲
覧
が
可
能
で

す
。

●
閲
覧
を
申
請
す
る
際
に
は
、
必
ず

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間
中
は
、
名
寄
帳
の
閲
覧

に
限
り
手
数
料
が
無
料
で
す
（
期
間

終
了
後
は
3
0
0
円
か
か
り
ま
す
）
。

●
写
し
が
必
要
な
人
に
は
、
別
途
コ

ピ
ー
代
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
「
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
貸
借
権

そ
の
他
の
権
利
を
有
す
る
人
」
は
、

そ
の
確
認
を
行
う
た
め
関
係
書
類

（
契
約
書
等
）
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
後
の
新

所
有
者
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
は
、
通
年
で
価
格
等
を

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
を
し
た

旨
を
市
長
が
公
示
を
し
た
日
（
本
年

は
３
月
31
日
予
定
）
か
ら
新
年
度
の

価
格
等
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
総

務
課
内
）
に
対
す
る
審
査
申
出
期
間

が
、
価
格
等
を
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
し
た
旨
を
市
長
が
公
示
を
し

た
日
（
４
月
１
日
予
定
）
か
ら
納
税

通
知
書
受
領
後
60
日
ま
で
の
間
に
で

き
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
は
４
月
13
日
㈭
に
発
送
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

（
☎
0
9
7
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

内
線
１
４
１
・
１
４
３
・
１
３
９
）

　

今
回
で
、
通
算
６
回
目
と
な
る
日
出
生
台
演
習
場
で
の
米
海
兵
隊
に
よ
る
実

弾
射
撃
訓
練
が
２
月
16
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

駐
留
す
る
沖
縄
か
ら
１
月
20
日
に
到
着
し
て
以
後
、
離
市
ま
で
の
28
日
間
の

滞
在
期
間
中
、
実
弾
射
撃
間
訓
練
は
１
月
30
日
か
ら
始
ま
り
、
２
月
７
日
ま
で

の
９
日
間
の
内
、
８
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

米
海
兵
隊
移
転
訓
練
を
終
え
て

　

日
出
生
台
演
習
場
で
行
わ
れ
て
い
た
、
沖
縄
駐
留
の
米
海
兵
隊
実
弾
射
撃
訓

練
が
２
月
16
日
の
後
発
隊
出
発
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
通
算
６
回
目
と
な
っ
た
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
と
し
て
始

め
て
の
移
転
訓
練
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
由
布
市
自
治
委
員
会
の
役
員
、
由
布
市

議
会
議
員
、
由
布
市
連
合
消
防
団
等
々
の
皆
様
方
と
緊
密
な
意
見
交
換
を
行
い
、

市
民
の
共
通
理
解
の
上
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
具
体
的
な
日
程
通
知
が
遅
れ
た
た
め
、
国
に
対
し
情
報
の
早
期
伝

達
な
ど
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
現
地
指
揮
官
に
は
、
直
接
、
土
日
の
訓
練

自
粛
な
ど
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

海
兵
隊
の
滞
在
期
間
中
は
、
庄
内
庁
舎
に
「
市
対
策
本
部
」、
湯
布
院
庁
舎

に
「
現
地
対
策
事
務
所
」、
演
習
場
の
周
辺
自
治
区
内
に
「
若
杉
連
絡
所
」
を

設
置
、
市
職
員
が
日
に
3
回
、
演
習
場
周
辺
地
域
を
巡
回
す
る
と
と
も
に
、
湯

布
院
町
消
防
団
の
各
部
が
交
代
で
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
由
布
院
小
学
校
、
湯
布
院
中
学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
は

厳
寒
の
登
校
指
導
か
ら
下
校
時
間
帯
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
自
主
的
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
事
故
も
な
く
無
事
に
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
警
察
、
自
衛
隊
の
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
納
税
者
本
人
に
つ
い
て
も
「
納
税
通

知
書
」
等
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
免
税
点
未
満
の
人
及
び
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
後
の
新
所
有
者
に
つ
い

て
は
、
縦
覧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

縦
覧
期
間
●
４
月
１
日
㈯
〜
５
月
１
日
㈪
（
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間
●
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
●
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
） 

　
　
　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
　
　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

個
人
事
業
者
の
方
へ

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
お
済
み
で

す
か
？

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

当
す
る
個
人
事
業
者
の
方
の
平

成
17
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成

18
年
３
月
31
日
が
申
告
・
納
税

の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
・

納
税
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
無

申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦

課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
作
成
や
検
算
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

消
費
税
の
納
付
方
法
と
し
て
、

預
金
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が

利
用
で
き
ま
す
。
便
利
で
安
全

な
振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
、
振
替
納

税
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

平
成
１8
年
度　
固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

平
成
１8
年
度　
固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

米
海
兵
隊
の
実
弾
射
撃
訓
練
が

　
　
　
　
　
　
　

  

終
了
し
ま
し
た

由
布
市
長　

首
藤
奉
文
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由
布
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

募
集
人
員　

２
名

応
募
資
格　

左
記
の
条
件
に
該
当
す
る
人

　
　
　
　
　

・
年
齢
満
18
才
以
上
の
女
性
（
高
校
生
を
除
く
）
。

　
　
　
　
　

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

　
　
　
　
　

・
一
年
間
に
20
日
程
度
、
市
や
観
光
協
会
等
の
行
事
に
参
加
で
き

　
　
　
　
　
　

る
方
。

　
　
　
　
　

・
健
康
で
明
る
い
方
。

応
募
方
法　

・
自
薦
、
他
薦
（
家
族
、
職
場
、
自
治
区
、
友
人
な
ど
）
は
問
い

　
　
　
　
　
　

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

・
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

※
応
募
用
紙
は
、
商
工
観
光
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
、
振
興
局
市
民

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
課
（
挾
間
・
庄
内
）
に
あ
り
ま
す
。

審
査
方
法　

一
次
審
査
は
書
類
審
査
で
選
考
。

　
　
　
　
　

二
次
審
査
で
面
接
を
お
こ
な
い
選
出
。

　
　
　
　
　

※
審
査
で
惜
し
く
も
漏
れ
た
方
の
公
表
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。

表
彰
・
賞　

ま
つ
り
会
場
の
発
表
会
で
表
彰
し
、
副
賞
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

副
賞
と
し
て
主
催
者
、
後
援
者
か
ら
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
期
日　

３
月
２
日
㈭
〜
３
月
20
日
㈪　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

〒
8
7
9
ー
5
1
9
2　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８
ー
１

　
　
　
　
　

由
布
市
商
工
観
光
課　

☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1
（
内
線
）

　
　
　
　
　

5
1
2
、
5
1
3

対
象
者　

市
町
村
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
）
を
し
て
い
る
人
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
就
学（
学
生
）の
た
め
一
時
的
に
転
出
し
て
い
る
人
。

掛　
　

金　

１
人　

年
額
３
６
０
円
（
１
人
１
口
に
限
る
）

共
済
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日

　
　
　
　
　

以
降
に
申
し
込
み
し
た
人
は
掛
金
納
入
日
の
翌
日
か
ら
）

加
入
方
法　

配
布
さ
れ
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
掛
金

　
　
　
　
　

を
添
え
て
各
庁
舎
の
担
当
課
、
ま
た
は
自
治
区
で
取
り
ま

　
　
　
　
　

と
め
の
で
き
る
場
合
は
、
自
治
委
員
さ
ん
へ
提
出
し
て
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

　

地
域
振
興
課
（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

　

地
域
振
興
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　

由
布
市
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
水
道
法
に
基
づ
き
、
定

期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度

に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
「
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成
し
、
需

用
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
由
布
市
水
道
課
で
は
「
平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
由
布
市
役
所
水
道
課
（
挾
間
庁

舎
）
及
び
、
庄
内
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
水
道
係
並
び
に
湯
布
院
振
興
局
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
水
道
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

由
布
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、

幅
広
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
健
康
で
明
る
い

個
性
あ
ふ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

募
集交

通
災
害
共
済
の
お
知
ら
せ

市
営
住
宅（
空
部
屋
補
充
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
方
法
に
つ
い
て

県
の
振
興
局
が
再
編
し
、
新
し
く
な
り
ま
す

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

「合併処理浄化槽」補助金交付の仮申請を受け付けます

　市では、し尿と生活排水を一緒に処理する「合併処理浄化槽」を設置しようとする家庭で、次の人を対
象に補助金を交付します。
　なお、予算の範囲内での交付のため、今回は仮申請の受付となります。

■補助対象
　平成18年５月以降着手予定で下記の要件を満たす人
　①住宅の新築やトイレの改造等を行い、合併処理浄化槽を
　　設置する人
　②由布市内に住所がある人、または市外者で完成後住所変
　　更のできる人で、平成19年２月25日までに設置完了予
　　定の人
　③店舗などとの併用住宅は、のべ床面積の２分の１以上が
　　居住用であること
　※ただし、販売目的の住宅、別荘・保養所等の本拠がない
　　住宅、賃借住宅を建設する場合は対象になりません。

■補助金申請の手続き方法
　まずは、仮申請の手続きをしてください（用紙は環境課、
または挾間・庄内の市民サービス課窓口に用意しています）。
　仮申請受付期限は、３月15日から４月28日までです
（土・日・祝日を除く）。

■補助金額
　 5人槽（160㎡未満）　　354,000円
　 7人槽（160㎡以上）　　411,000円
　10人槽　　　　　　　　　 519,000円
　11人槽以上　　　　　　　 519,000円
　※11人槽以上については、10人槽の補助額で
　　打ち切りとします。

■問い合わせ
　環境課
　　（☎0977－84－3111内線523・524）
　挾間市民サービス課
　　（☎097－583－1111内線1241）
　庄内市民サービス課
　　（☎097－582－1111内線117）

自
動
車
・
単
車
・
電
車
・
バ
ス
・
航

空
機
・
船
舶（
定
期
便
）・
自
転
車

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
の
事
故
や
こ
れ

ら
の
乗
り
物
に
接
触
・
衝
突
等
に
よ

る
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
募
集
方
法　

１
．
募
集
時
期　

空
室
が
発
生
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　

２
．
周
知
方
法　

市
報
及
び
庁
舎
掲
示
板

　
　
　
　
　
　

３
．
周
知
期
間　

１
カ
月

　
　
　
　
　
　

４
．
決
定
方
法　

公
開
抽
選

　
　
　
　
　
　

※
申
込
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
〈
挾
間
庁
舎
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
0
9
7
―
５
８
３
―
１
１
１
１
内
線
１
１
２
５
）

　
　
　
　
　
　
　

湯
布
院
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
建
設
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１
内
線
３
２
４
）

　

現
在
の
12
地
方
振
興
局
は
、
地
域
振
興
業
務
や
農
林
水
産
業
普
及
指
導
業
務

な
ど
の
実
施
体
制
を
大
幅
に
見
直
し
、
４
月
１
日
か
ら
６
箇
所
の
振
興
局
に
再

編
し
ま
す
。
大
分
地
方
振
興
局
は
、
中
部
振
興
局
と
な
り
、
由
布
市
・
大
分

市
・
臼
杵
市
・
津
久
見
市
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
仕
方
は
こ
う
か
わ
り
ま
す

・
地
域
振
興
の
担
当
者
が
よ
り
専
門
的
に
な
り
、
地
域
に
出
向
き
ま
す
。

・
流
通
担
当
普
及
指
導
員
が
配
置
さ
れ
、
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

・
普
及
指
導
員
を
増
員
・
集
約
し
て
よ
り
専
門
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場

　

に
密
着
し
た
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
4
月
か
ら
）

　

中
部
振
興
局
（
大
分
総
合
庁
舎　

☎
０
９
７
ー
５
３
６
ー
１
１
１
１
）

　

湯
布
院
地
域
の
市
営
住
宅
募
集
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

旧
湯
布
院
町
に
お
い
て
は
、
毎
年
、
空
室
補
充（
１
年
間
有
効
）の
た
め
の

募
集
・
抽
選
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
空
室
が
出
ず
、
１

年
間
の
有
効
期
間
内
で
入
居
で
き
る
方
が
非
常
に
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
募
集
方
法
を
左
記
の
と
お
り
変

更
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
挾
間
地
域
・
庄
内
地
域
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

大
分
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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由
布
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

募
集
人
員　

２
名

応
募
資
格　

左
記
の
条
件
に
該
当
す
る
人

　
　
　
　
　

・
年
齢
満
18
才
以
上
の
女
性
（
高
校
生
を
除
く
）
。

　
　
　
　
　

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

　
　
　
　
　

・
一
年
間
に
20
日
程
度
、
市
や
観
光
協
会
等
の
行
事
に
参
加
で
き

　
　
　
　
　
　

る
方
。

　
　
　
　
　

・
健
康
で
明
る
い
方
。

応
募
方
法　

・
自
薦
、
他
薦
（
家
族
、
職
場
、
自
治
区
、
友
人
な
ど
）
は
問
い

　
　
　
　
　
　

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

・
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

※
応
募
用
紙
は
、
商
工
観
光
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
、
振
興
局
市
民

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
課
（
挾
間
・
庄
内
）
に
あ
り
ま
す
。

審
査
方
法　

一
次
審
査
は
書
類
審
査
で
選
考
。

　
　
　
　
　

二
次
審
査
で
面
接
を
お
こ
な
い
選
出
。

　
　
　
　
　

※
審
査
で
惜
し
く
も
漏
れ
た
方
の
公
表
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。

表
彰
・
賞　

ま
つ
り
会
場
の
発
表
会
で
表
彰
し
、
副
賞
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

副
賞
と
し
て
主
催
者
、
後
援
者
か
ら
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
期
日　

３
月
２
日
㈭
〜
３
月
20
日
㈪　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

〒
8
7
9
ー
5
1
9
2　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８
ー
１

　
　
　
　
　

由
布
市
商
工
観
光
課　

☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1
（
内
線
）

　
　
　
　
　

5
1
2
、
5
1
3

対
象
者　

市
町
村
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録
）
を
し
て
い
る
人
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
就
学（
学
生
）の
た
め
一
時
的
に
転
出
し
て
い
る
人
。

掛　
　

金　

１
人　

年
額
３
６
０
円
（
１
人
１
口
に
限
る
）

共
済
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日

　
　
　
　
　

以
降
に
申
し
込
み
し
た
人
は
掛
金
納
入
日
の
翌
日
か
ら
）

加
入
方
法　

配
布
さ
れ
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
掛
金

　
　
　
　
　

を
添
え
て
各
庁
舎
の
担
当
課
、
ま
た
は
自
治
区
で
取
り
ま

　
　
　
　
　

と
め
の
で
き
る
場
合
は
、
自
治
委
員
さ
ん
へ
提
出
し
て
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

　

地
域
振
興
課
（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

　

地
域
振
興
課
（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　

由
布
市
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
水
道
法
に
基
づ
き
、
定

期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度

に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
「
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成
し
、
需

用
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
由
布
市
水
道
課
で
は
「
平
成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
由
布
市
役
所
水
道
課
（
挾
間
庁

舎
）
及
び
、
庄
内
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
水
道
係
並
び
に
湯
布
院
振
興
局
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
水
道
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

由
布
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、

幅
広
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
健
康
で
明
る
い

個
性
あ
ふ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

募
集交

通
災
害
共
済
の
お
知
ら
せ

市
営
住
宅（
空
部
屋
補
充
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
方
法
に
つ
い
て

県
の
振
興
局
が
再
編
し
、
新
し
く
な
り
ま
す

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

「合併処理浄化槽」補助金交付の仮申請を受け付けます

　市では、し尿と生活排水を一緒に処理する「合併処理浄化槽」を設置しようとする家庭で、次の人を対
象に補助金を交付します。
　なお、予算の範囲内での交付のため、今回は仮申請の受付となります。

■補助対象
　平成18年５月以降着手予定で下記の要件を満たす人
　①住宅の新築やトイレの改造等を行い、合併処理浄化槽を
　　設置する人
　②由布市内に住所がある人、または市外者で完成後住所変
　　更のできる人で、平成19年２月25日までに設置完了予
　　定の人
　③店舗などとの併用住宅は、のべ床面積の２分の１以上が
　　居住用であること
　※ただし、販売目的の住宅、別荘・保養所等の本拠がない
　　住宅、賃借住宅を建設する場合は対象になりません。

■補助金申請の手続き方法
　まずは、仮申請の手続きをしてください（用紙は環境課、
または挾間・庄内の市民サービス課窓口に用意しています）。
　仮申請受付期限は、３月15日から４月28日までです
（土・日・祝日を除く）。

■補助金額
　 5人槽（160㎡未満）　　354,000円
　 7人槽（160㎡以上）　　411,000円
　10人槽　　　　　　　　　 519,000円
　11人槽以上　　　　　　　 519,000円
　※11人槽以上については、10人槽の補助額で
　　打ち切りとします。

■問い合わせ
　環境課
　　（☎0977－84－3111内線523・524）
　挾間市民サービス課
　　（☎097－583－1111内線1241）
　庄内市民サービス課
　　（☎097－582－1111内線117）

自
動
車
・
単
車
・
電
車
・
バ
ス
・
航

空
機
・
船
舶（
定
期
便
）・
自
転
車

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
の
事
故
や
こ
れ

ら
の
乗
り
物
に
接
触
・
衝
突
等
に
よ

る
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
募
集
方
法　

１
．
募
集
時
期　

空
室
が
発
生
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　

２
．
周
知
方
法　

市
報
及
び
庁
舎
掲
示
板

　
　
　
　
　
　

３
．
周
知
期
間　

１
カ
月

　
　
　
　
　
　

４
．
決
定
方
法　

公
開
抽
選

　
　
　
　
　
　

※
申
込
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
〈
挾
間
庁
舎
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
0
9
7
―
５
８
３
―
１
１
１
１
内
線
１
１
２
５
）

　
　
　
　
　
　
　

湯
布
院
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
建
設
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１
内
線
３
２
４
）

　

現
在
の
12
地
方
振
興
局
は
、
地
域
振
興
業
務
や
農
林
水
産
業
普
及
指
導
業
務

な
ど
の
実
施
体
制
を
大
幅
に
見
直
し
、
４
月
１
日
か
ら
６
箇
所
の
振
興
局
に
再

編
し
ま
す
。
大
分
地
方
振
興
局
は
、
中
部
振
興
局
と
な
り
、
由
布
市
・
大
分

市
・
臼
杵
市
・
津
久
見
市
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
仕
方
は
こ
う
か
わ
り
ま
す

・
地
域
振
興
の
担
当
者
が
よ
り
専
門
的
に
な
り
、
地
域
に
出
向
き
ま
す
。

・
流
通
担
当
普
及
指
導
員
が
配
置
さ
れ
、
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

・
普
及
指
導
員
を
増
員
・
集
約
し
て
よ
り
専
門
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場

　

に
密
着
し
た
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
4
月
か
ら
）

　

中
部
振
興
局
（
大
分
総
合
庁
舎　

☎
０
９
７
ー
５
３
６
ー
１
１
１
１
）

　

湯
布
院
地
域
の
市
営
住
宅
募
集
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

旧
湯
布
院
町
に
お
い
て
は
、
毎
年
、
空
室
補
充（
１
年
間
有
効
）の
た
め
の

募
集
・
抽
選
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
空
室
が
出
ず
、
１

年
間
の
有
効
期
間
内
で
入
居
で
き
る
方
が
非
常
に
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
募
集
方
法
を
左
記
の
と
お
り
変

更
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
挾
間
地
域
・
庄
内
地
域
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

大
分
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

●保険料の納付期限は翌月の末日で
す。２年を過ぎた保険料は時効により
納めることができなくなりますので、
納付書の使用期限をご確認ください。

●半額免除の承認になっている方も、
半額の保険料を納めないと、未納扱い
になります。

●納付書を紛失された場合は、社会保
険事務所までご連絡ください。再発行
いたします。

国民年金保険料の
納め忘れは

ありませんか？

保
険
証
は
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
は
皆
さ
ん
が
国
保
に
加
入
し
て
い

る
証
明
書
で
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
も
す
る
大

切
な
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
１
世
帯
に
１
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
度
か
ら
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
便
利
な
よ
う
に
、
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド

様
式
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

１
カ
月
の
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
あ
と
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
内
に
老
人
保

健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る
人
が
複
数
い
る

場
合
は
、
合
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
を
一
度
提
出
し

て
お
け
ば
、
該
当
し
た
月

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
払
い

戻
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
設
備
を
改
造
す
る
必
要
の
あ
る
人
で
、
左

　
　
　
　

記
の
条
件
を
満
た
す
障
害
者
ま
た
は
そ
の
障
害
者
と
同
居
す
る
人

　
　
　
　

①
重
度
心
身
障
害
者
ま
た
は
そ
の
障
害
者

　
　
　
　
　

と
同
居
す
る
人

　
　
　
　

②
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
前
年
の
所
得

　
　
　
　
　

税
課
税
額
が
14
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

補
助
限
度
額　

60
万
円

自
己
負
担
額　

３
分
の
１

優
先
順
位　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
優
先

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月
上
旬

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

福
祉
対
策
課
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
１
２
）

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　

保
険
課
国
保
係
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
６
４
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

今までは、世帯に1枚

これからは一人に1枚

おしえて！ 国民年金おしえて！ 国民年金おしえて！ 国民年金

　国民年金保険料の納付は、
便利でお得な『口座振替』で！

障害者スポーツ大会

参加者募集

日時　5月27日㈯～28日㈰
場所　大分スポーツ公園総合競技場他
種目  陸上（短・中・長距離）、投てき、
　　　跳躍、水泳、卓球、ボウリング、
　　　フライングディスク、バスケット
　　　ボールなど
　　　※参加資格等はお問い合わせくだ
　　　　さい。
申込期限　3月20日㈪
申込・問い合わせ　福祉対策課
（☎0977－84－3111内線312）

身体・知的・精神障害者合同の第
１回大分県障害者スポーツ大会が
開催されます。個人競技もあります。

在
宅
重
度
障
害
者

住
宅
改
造
助
成
に
つ
い
て

老
人
保
健
制
度

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

１　

外
来
で
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き

　

同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
外
来
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
限
度
額
Ａ
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２　

世
帯
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き

　

ひ
と
つ
の
世
帯
で
同
じ
月
に
、
外
来
・
入
院
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合

計
が
限
度
額
Ｂ
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
ま

ず
個
人
ご
と
に
外
来
で
か
か
っ
た
限
度
額
Ａ
を
適
用
し
て
か
ら
世
帯
合
算
し
ま

す
。

合
算
で
き
る
も
の

　

病
院
・
診
療
所
、
歯
科
の
区
別
は
無
く
、
少
額
の
自
己
負
担
額
も
合
算
で
き

ま
す
。
調
剤
薬
局
で
の
自
己
負
担
額
も
含
め
て
合
算
し
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
合
算
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
高
額
医
療
費
の
計
算
の
し
か
た

※１　低所得Ⅰ　世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要
　　　経費控除（年金の所得は控除額を65万円として計算）を差し引いた
　　　ときに０円となる人
※２　低所得Ⅱ　世帯の全員が住民税非課税である人（低所得Ⅰ以外の人）

外来（個人ごと）Ａ

12,000円

40,200円

780円

自己負担限度額 B
外来＋入院（世帯）

40,200円

8,000円 15,000円
24,600円

一　　般

一定以上の
所得がある人

低所得Ⅰ※１

低所得Ⅱ※２

72 , 3 0 0円＋（医療費が361 , 5 0 0
円を超えた分の１％）
※過去12カ月間にＢの自己負担限
度額を超えた高額医療費の支給が
４回以上あった場合、４回目以降
は40,200円

■自己負担限度額（月額）

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

は
、
１
日
分
と
し
て
定
め

ら
れ
た
額
を
入
院
日
数
分

支
払
い
ま
す
。

●
入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て

　

高
額
の
治
療
を
長
い
間
続
け
る
必
要
が
あ
る
病
気
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
も
の
※
３
に
つ
い
て
は
、
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
（
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
ま
す
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
れ
ば
、
毎
月
の
自
己
負
担
額

が
１
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
３　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一
部
、
人
工
透
析
が
必
要
と
な
る

　
　
　

慢
性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　
　
　

感
染
症

●
高
額
の
治
療
を
長
期
間
続
け
る
と
き

300円
650円

一般（下記以外の人）

低所得Ⅰ

低所得Ⅱ
500円

90日までの入院

90日を超える入院
（過去12カ月の入院
日数）

・低所得Ⅰ・Ⅱの人は、「限度額適用・
標準負担額減額認定証」が必要です。申
請した月の初日から適用になります。該
当する方は、医療受給者証、保険証を持
ってお早めに手続きをしてください。

■入院時の食事代の標準負担額（１日）

保
険
課
老
人
医
療
係

（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
６
２
）

問
い
合
わ
せ

　

在
宅
重
度
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
既
存
住

宅
の
浴
室
や
ト
イ
レ
等
を
特
別
に
障
害
者
向
け
に
改
造
す
る
場
合
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
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お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

●保険料の納付期限は翌月の末日で
す。２年を過ぎた保険料は時効により
納めることができなくなりますので、
納付書の使用期限をご確認ください。

●半額免除の承認になっている方も、
半額の保険料を納めないと、未納扱い
になります。

●納付書を紛失された場合は、社会保
険事務所までご連絡ください。再発行
いたします。

国民年金保険料の
納め忘れは

ありませんか？

保
険
証
は
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
は
皆
さ
ん
が
国
保
に
加
入
し
て
い

る
証
明
書
で
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
も
す
る
大

切
な
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
１
世
帯
に
１
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
度
か
ら
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
便
利
な
よ
う
に
、
１
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド

様
式
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

１
カ
月
の
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
あ
と
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
内
に
老
人
保

健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る
人
が
複
数
い
る

場
合
は
、
合
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
を
一
度
提
出
し

て
お
け
ば
、
該
当
し
た
月

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
払
い

戻
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
設
備
を
改
造
す
る
必
要
の
あ
る
人
で
、
左

　
　
　
　

記
の
条
件
を
満
た
す
障
害
者
ま
た
は
そ
の
障
害
者
と
同
居
す
る
人

　
　
　
　

①
重
度
心
身
障
害
者
ま
た
は
そ
の
障
害
者

　
　
　
　
　

と
同
居
す
る
人

　
　
　
　

②
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
前
年
の
所
得

　
　
　
　
　

税
課
税
額
が
14
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

補
助
限
度
額　

60
万
円

自
己
負
担
額　

３
分
の
１

優
先
順
位　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
優
先

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月
上
旬

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

福
祉
対
策
課
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
１
２
）

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　

保
険
課
国
保
係
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
６
４
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

今までは、世帯に1枚

これからは一人に1枚

おしえて！ 国民年金おしえて！ 国民年金おしえて！ 国民年金

　国民年金保険料の納付は、
便利でお得な『口座振替』で！

障害者スポーツ大会

参加者募集

日時　5月27日㈯～28日㈰
場所　大分スポーツ公園総合競技場他
種目  陸上（短・中・長距離）、投てき、
　　　跳躍、水泳、卓球、ボウリング、
　　　フライングディスク、バスケット
　　　ボールなど
　　　※参加資格等はお問い合わせくだ
　　　　さい。
申込期限　3月20日㈪
申込・問い合わせ　福祉対策課
（☎0977－84－3111内線312）

身体・知的・精神障害者合同の第
１回大分県障害者スポーツ大会が
開催されます。個人競技もあります。

在
宅
重
度
障
害
者

住
宅
改
造
助
成
に
つ
い
て

老
人
保
健
制
度

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

１　

外
来
で
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き

　

同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
外
来
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
限
度
額
Ａ
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２　

世
帯
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き

　

ひ
と
つ
の
世
帯
で
同
じ
月
に
、
外
来
・
入
院
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合

計
が
限
度
額
Ｂ
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
ま

ず
個
人
ご
と
に
外
来
で
か
か
っ
た
限
度
額
Ａ
を
適
用
し
て
か
ら
世
帯
合
算
し
ま

す
。

合
算
で
き
る
も
の

　

病
院
・
診
療
所
、
歯
科
の
区
別
は
無
く
、
少
額
の
自
己
負
担
額
も
合
算
で
き

ま
す
。
調
剤
薬
局
で
の
自
己
負
担
額
も
含
め
て
合
算
し
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
合
算
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
高
額
医
療
費
の
計
算
の
し
か
た

※１　低所得Ⅰ　世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要
　　　経費控除（年金の所得は控除額を65万円として計算）を差し引いた
　　　ときに０円となる人
※２　低所得Ⅱ　世帯の全員が住民税非課税である人（低所得Ⅰ以外の人）

外来（個人ごと）Ａ

12,000円

40,200円

780円

自己負担限度額 B
外来＋入院（世帯）

40,200円

8,000円 15,000円
24,600円

一　　般

一定以上の
所得がある人

低所得Ⅰ※１

低所得Ⅱ※２

72 , 3 0 0円＋（医療費が361 , 5 0 0
円を超えた分の１％）
※過去12カ月間にＢの自己負担限
度額を超えた高額医療費の支給が
４回以上あった場合、４回目以降
は40,200円

■自己負担限度額（月額）

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

は
、
１
日
分
と
し
て
定
め

ら
れ
た
額
を
入
院
日
数
分

支
払
い
ま
す
。

●
入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て

　

高
額
の
治
療
を
長
い
間
続
け
る
必
要
が
あ
る
病
気
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
も
の
※
３
に
つ
い
て
は
、
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
（
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
ま
す
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
れ
ば
、
毎
月
の
自
己
負
担
額

が
１
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
３　

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一
部
、
人
工
透
析
が
必
要
と
な
る

　
　
　

慢
性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　
　
　

感
染
症

●
高
額
の
治
療
を
長
期
間
続
け
る
と
き

300円
650円

一般（下記以外の人）

低所得Ⅰ

低所得Ⅱ
500円

90日までの入院

90日を超える入院
（過去12カ月の入院
日数）

・低所得Ⅰ・Ⅱの人は、「限度額適用・
標準負担額減額認定証」が必要です。申
請した月の初日から適用になります。該
当する方は、医療受給者証、保険証を持
ってお早めに手続きをしてください。

■入院時の食事代の標準負担額（１日）

保
険
課
老
人
医
療
係

（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
３
６
２
）

問
い
合
わ
せ

　

在
宅
重
度
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
既
存
住

宅
の
浴
室
や
ト
イ
レ
等
を
特
別
に
障
害
者
向
け
に
改
造
す
る
場
合
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。



ご存じですか？精神保健福祉サービスを！

2006.3⑱⑲2006.3

市政だより市政だより

あなたを支える制度を活用しましょう！

大切にしたいこころの健康づくり
私たちは体の疲れには気を配りますが精神的疲れはどうでしょうか。
体の健康と同じようにこころの健康も大切にしたいものです。

◀さくら会の人たちの手作りのヒマワリです。

白
身
魚
…
…
…
…
３
０
０
ｇ

塩
…
…
…
…
…
…
少
量

こ
し
ょ
う
…
…
…
少
量

小
麦
粉
…
…
…
…
少
量

バ
タ
ー
…
…
…
…
10
ｇ

タ
マ
ネ
ギ
…
…
…
１
０
０
ｇ

ピ
ー
マ
ン
…
…
…
２
個

ピ
ザ
ソ
ー
ス
…
…
大
さ
じ
６

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス（
無
塩
）

　
　
　

…
…
…
１
／
２
カ
ッ
プ

水
菜
…
…
…
…
…
40
ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
1
6
4
k
カ
ロ
リ
ー

塩
分
…
…
…
…
1
、0
g

健

3月10日（金）
3月17日（金）
3月23日（木）

乳児健診（13：15 庄内保健センター）
幼児健診（13：15 庄内保健センター）
わくわく教室（9：30 庄内保健センター）

庄　内

3月10日（金）
3月10日（金）
3月14日（火）
3月15日（水）
3月17日（金）
3月22日（水）
3月24日（金）
3月24日（金）

乳ガン検診（９：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
ゆうゆうクラブ（１0：0０ 挾間健康センター）
１歳６カ月児健診（13：15 挾間健康センター）
ちびっこ広場（9：３０ 挾間健康センター）
４～５カ月児健診（13：3０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
男性料理教室（9：3０ はさま未来館）

挾　間

3月14日（火）
3月15日（水）
3月20日（月）

3月22日（水）

ありんこひろば〈０歳児〉（10：00 子育て支援センター）
ありんこひろば〈1歳児〉（10：00 子育て支援センター）
子育て支援事業〈０～４歳〉（10：００ 乙丸公民館）
絵本の読みきかせ、手作りおもちゃを作ろう

４～５カ月児健診（12：45 健康管理センター）

湯布院

康 カ レ ン ダ ー

■個別接種（無料）
集団接種できない場合のみ下記医
療機関に直接お申し込みくださ
い。昭和50年～52年生まれの抗
体保有率の低い保護者も接種でき
ますが、有料となります。
◆新こどもクリニック（挾間町）
　　☎097－583－8277

居住地区以外で接種希望の場合は
１週間前までにお住まいの下記窓
口にご連絡ください。連絡のない
場合は、受けられないことがあり
ます。
　健康増進課（湯布院）
　☎0977－84－3111内線333
　庄内保健センター
　☎097－582－1111内線501
　挾間健康センター
　☎097－583－1111内線2120

■集団接種（無料）

1
魚
は
塩
・
こ
し
ょ

う
を
ふ
り
、
水
け
を
ふ

き
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し

て
、
余
分
な
粉
を
は
た

き
お
と
す
。

2
タ
マ
ネ
ギ
・
ピ
ー
マ
ン
は

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

3
水
菜
を
皿
の
周
り
に
敷
く
。

4
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を

と
か
し
、
魚
を
入
れ
て
両
面
焼

き
、中
ま
で
火
を
通
し
、皿
に
盛

る
。54

の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
a
を

入
れ
て
火
に
か
け
、
煮
立
っ
た

ら
魚
に
か
け
る
。

材料

作り方

（4人分）

白身魚のムニエル
野菜ソースかけポリオ予防接種の

お知らせ

ａ

対象年齢  生後3カ月～90カ月未満
接種方法  経口接種
接種回数  ２回（6週以上の間隔
　　　　  をおく、次回は10月）
持 参 品  母子手帳、印鑑

▲由布さくら会（共同作業所）
　さくら会の皆さんは、野菜・花
　づくり等にがんばっています。

由布さくら会

通院治療を受けながら社会復帰を目指している人で、作
業をとおして生活のリズム、対人関係、作業能力の向上
を図る。
①小規模作業所　②職親制度
由布市の小規模作業所を紹介します。

　身内に精神疾患を持つ家族が集まり、同じ悩みを語り
合い、互いに励ましあい、助け合う会が家族会です。さ
くら会では、参加者同士の交流、精神疾患や精神障害者
が利用できる福祉制度の知識を得るための学習会等を実
施したり、精神障害者の共同作業所の運営等に積極的に
取り組んでいます。

授産施設　雇用されることが困難な人が自活することができるよ
う低額な料金で、必要な訓練を行い、職業を与えることで社会復帰
の促進を図る。

福祉工場　通常の事業主に雇用されることが困難な人を雇用し、
及び社会生活への適応のために必要な指導を行うことで、社会復帰
の促進及び経済活動の促進を図る。

グループホーム（数人で共同生活をするところ）
一定程度の自活能力はあるが日常生活面に援助が必要で、日常生活
を維持するに足りる収入がある人

作業訓練

家庭において日常生活を営むのが困難なため、日常生活
に適応できるように、低額な料金で居室、その他の設備
を提供し、必要な訓練及び指導を行うことにより、その
人の社会促進を図る。

生活訓練

別府県民保健福祉センター大分郡保健支所…
大分県精神保健福祉センター………
地域生活支援センターきぼう２１…
博愛地域生活支援センター…………
由布市健康増進課……………………
庄内振興局市民サービス課…………
挾間振興局市民サービス課…………

☎097－582－0660
☎097－541－6290
☎097－586－1271
☎097－549－6620
☎0977－84－3111
☎097－582－1111
☎097－583－1111

さくら会（由布市精神障害者家族会）を
ご存じですか？

地域精神保健福祉サービスの相談窓口

地 区

湯布院

庄 内

挾 間

湯布院コミュニティセンター
　　４月13日㈭・26日㈬
　　13：00～13：30

庄内保健センター
　　４月７日㈮・14日㈮
　　14：00～14：30

挾間健康センター
　　４月５日㈬・12日㈬
　　14：00～14：30

 場所・接種日・受付時間

くらし　住むところ

●精神障害者通院医療費公費負担制度（32条）が４月１日から自立
　支援医療費（精神通院医療）へと移行します。
　移行手続きは平成18年３月31日まで。
●精神障害者保健福祉手帳
　この手帳は精神障害者の自立と社会復帰、社会参加の促進を図る
　ためのものです。障害等級１～３級です。
●精神障害者保健福祉手帳はどんなメリットがあるの？
　・通院医療費公費負担申請時診断書が不要。
　・郵便貯金の利子非課税…元金350万円以下
　・税制上の措置…所得税、住民税の控除など

制度

働く

●作業所開所　毎週月・火・水・金
　　　　　　　午前9時30分～午後3時30分
●問い合わせ　由布さくら会（共同作業所）
　　　　　　 （由布市庄内町東長宝152-2）
　　　　　　　☎097－582－0667

相互支援
話し合う
レクリエーション
情報交換

学習勉強会
研修会

広報
イベント参加

精神保健福祉大会参加
各種関係会議

作業所の運営
憩いの場

仲間づくりの場
リハビリの場
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あなたを支える制度を活用しましょう！

大切にしたいこころの健康づくり
私たちは体の疲れには気を配りますが精神的疲れはどうでしょうか。
体の健康と同じようにこころの健康も大切にしたいものです。

◀さくら会の人たちの手作りのヒマワリです。
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乳児健診（13：15 庄内保健センター）
幼児健診（13：15 庄内保健センター）
わくわく教室（9：30 庄内保健センター）

庄　内

3月10日（金）
3月10日（金）
3月14日（火）
3月15日（水）
3月17日（金）
3月22日（水）
3月24日（金）
3月24日（金）

乳ガン検診（９：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
ゆうゆうクラブ（１0：0０ 挾間健康センター）
１歳６カ月児健診（13：15 挾間健康センター）
ちびっこ広場（9：３０ 挾間健康センター）
４～５カ月児健診（13：3０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
男性料理教室（9：3０ はさま未来館）

挾　間

3月14日（火）
3月15日（水）
3月20日（月）

3月22日（水）

ありんこひろば〈０歳児〉（10：00 子育て支援センター）
ありんこひろば〈1歳児〉（10：00 子育て支援センター）
子育て支援事業〈０～４歳〉（10：００ 乙丸公民館）
絵本の読みきかせ、手作りおもちゃを作ろう

４～５カ月児健診（12：45 健康管理センター）

湯布院

康 カ レ ン ダ ー

■個別接種（無料）
集団接種できない場合のみ下記医
療機関に直接お申し込みくださ
い。昭和50年～52年生まれの抗
体保有率の低い保護者も接種でき
ますが、有料となります。
◆新こどもクリニック（挾間町）
　　☎097－583－8277

居住地区以外で接種希望の場合は
１週間前までにお住まいの下記窓
口にご連絡ください。連絡のない
場合は、受けられないことがあり
ます。
　健康増進課（湯布院）
　☎0977－84－3111内線333
　庄内保健センター
　☎097－582－1111内線501
　挾間健康センター
　☎097－583－1111内線2120

■集団接種（無料）

1
魚
は
塩
・
こ
し
ょ

う
を
ふ
り
、
水
け
を
ふ

き
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し

て
、
余
分
な
粉
を
は
た

き
お
と
す
。

2
タ
マ
ネ
ギ
・
ピ
ー
マ
ン
は

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

3
水
菜
を
皿
の
周
り
に
敷
く
。

4
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を

と
か
し
、
魚
を
入
れ
て
両
面
焼

き
、中
ま
で
火
を
通
し
、皿
に
盛

る
。54

の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
a
を

入
れ
て
火
に
か
け
、
煮
立
っ
た

ら
魚
に
か
け
る
。

材料

作り方

（4人分）

白身魚のムニエル
野菜ソースかけポリオ予防接種の

お知らせ

ａ

対象年齢  生後3カ月～90カ月未満
接種方法  経口接種
接種回数  ２回（6週以上の間隔
　　　　  をおく、次回は10月）
持 参 品  母子手帳、印鑑

▲由布さくら会（共同作業所）
　さくら会の皆さんは、野菜・花
　づくり等にがんばっています。

由布さくら会

通院治療を受けながら社会復帰を目指している人で、作
業をとおして生活のリズム、対人関係、作業能力の向上
を図る。
①小規模作業所　②職親制度
由布市の小規模作業所を紹介します。

　身内に精神疾患を持つ家族が集まり、同じ悩みを語り
合い、互いに励ましあい、助け合う会が家族会です。さ
くら会では、参加者同士の交流、精神疾患や精神障害者
が利用できる福祉制度の知識を得るための学習会等を実
施したり、精神障害者の共同作業所の運営等に積極的に
取り組んでいます。

授産施設　雇用されることが困難な人が自活することができるよ
う低額な料金で、必要な訓練を行い、職業を与えることで社会復帰
の促進を図る。

福祉工場　通常の事業主に雇用されることが困難な人を雇用し、
及び社会生活への適応のために必要な指導を行うことで、社会復帰
の促進及び経済活動の促進を図る。

グループホーム（数人で共同生活をするところ）
一定程度の自活能力はあるが日常生活面に援助が必要で、日常生活
を維持するに足りる収入がある人

作業訓練

家庭において日常生活を営むのが困難なため、日常生活
に適応できるように、低額な料金で居室、その他の設備
を提供し、必要な訓練及び指導を行うことにより、その
人の社会促進を図る。

生活訓練

別府県民保健福祉センター大分郡保健支所…
大分県精神保健福祉センター………
地域生活支援センターきぼう２１…
博愛地域生活支援センター…………
由布市健康増進課……………………
庄内振興局市民サービス課…………
挾間振興局市民サービス課…………

☎097－582－0660
☎097－541－6290
☎097－586－1271
☎097－549－6620
☎0977－84－3111
☎097－582－1111
☎097－583－1111

さくら会（由布市精神障害者家族会）を
ご存じですか？

地域精神保健福祉サービスの相談窓口

地 区

湯布院

庄 内

挾 間

湯布院コミュニティセンター
　　４月13日㈭・26日㈬
　　13：00～13：30

庄内保健センター
　　４月７日㈮・14日㈮
　　14：00～14：30

挾間健康センター
　　４月５日㈬・12日㈬
　　14：00～14：30

 場所・接種日・受付時間

くらし　住むところ

●精神障害者通院医療費公費負担制度（32条）が４月１日から自立
　支援医療費（精神通院医療）へと移行します。
　移行手続きは平成18年３月31日まで。
●精神障害者保健福祉手帳
　この手帳は精神障害者の自立と社会復帰、社会参加の促進を図る
　ためのものです。障害等級１～３級です。
●精神障害者保健福祉手帳はどんなメリットがあるの？
　・通院医療費公費負担申請時診断書が不要。
　・郵便貯金の利子非課税…元金350万円以下
　・税制上の措置…所得税、住民税の控除など

制度

働く

●作業所開所　毎週月・火・水・金
　　　　　　　午前9時30分～午後3時30分
●問い合わせ　由布さくら会（共同作業所）
　　　　　　 （由布市庄内町東長宝152-2）
　　　　　　　☎097－582－0667

相互支援
話し合う
レクリエーション
情報交換

学習勉強会
研修会

広報
イベント参加

精神保健福祉大会参加
各種関係会議

作業所の運営
憩いの場

仲間づくりの場
リハビリの場
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な
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ん
こ
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ち
は
市
長
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す
。

　

朝
、
お
ふ
ろ
に
入
っ
て
い
る
と
裏
山
で
辺
り

の
静
け
さ
を
打
ち
破
る
よ
う
に
コ
ジ
ュ
ケ
イ
が

け
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ま
し
く
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き
始
め
ま
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た
。２
羽
か
３

羽
で
縄
張
り
を
決
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い
る
の
か
１
羽
が
鳴
く

と
そ
の
声
を
打
ち
消
す
よ
う
に
も
う
一
羽
が
鳴

き
ま
す
。こ
の
声
を
聞
く
と
、い
よ
い
よ
春
が
来

た
と
実
感
し
ま
す
。う
れ
し
く
な
っ
て
窓
を
開

け
る
と
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
声
に
交
じ
っ
て
い
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で
聞
こ
え
な
か
っ
た
い
ろ
ん
な
小
鳥
た
ち
の
さ

さ
や
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。思
わ
ず
外
の
空

気
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
あ
ー
っ
！
幸
せ
だ

な
ぁ
ー
と
つ
く
ず
く
お
も
い
ま
す
。わ
た
し
の

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
庄
内
の
田
舎
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
小
鳥
た
ち
に
よ
っ
て
い
つ
も
新
鮮

な
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。今
日
も
頑
張
る

ぞ
！
と
い
う
元
気
を
。

　

春
は
わ
が
家
だ
け
で
な
く
二
豊
路
に
も
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。今
年
も
大
分
合
同
県
内
一
周

駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
由
布
市
と
し
て
の
始
め
て

の
出
場
で
す
。選
手
は
由
布
市
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

胸
に
つ
け
て
本
当
に
よ
く
走
り
ま
し
た
。皆
さ

ん
も
新
聞
で
一
喜
一
憂
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。私
も
監
督
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
応
援
い
た

し
ま
し
た
。我
が
由
布
市
は
常
に
ト
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
に
い
て
前
を
走
る
日
田
市
を
追
い
抜
い
て

何
と
し
て
も
３

位
を
と
頑
張
り

ま
し
た
。相
手

を
追
い
抜
く
と

き
は
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も
心
も

躍
る
ほ
ど
う
れ

し
い
の
で
す
が
、

後
ろ
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ら
ど
ん

ど
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迫
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れ
て
追
い
抜
か
れ
る
と
き
は
身
が
ち
ぢ

む
思
い
が
し
ま
す
。選
手
の
気
持
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を
思
う
と
か

け
る
言
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が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
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念
な
が
ら
日
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を
追
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抜
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こ
と
は
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来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

で
も
今
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も
総
合
４
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
に「
感
動

を
あ
り
が
と
う
」と
言
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
日
湯
布
院
で「
風
の
ハ
ル
カ
」の
最
後

の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。私
も
激
励
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
日
は
雪
ま
じ
り
の
冷
た
い
風
の
吹

く
中
で
の
撮
影
で
す
。で
も
俳
優
さ
ん
の
あ
の
寒

さ
を
全
く
感
じ
な
い
か
の
よ
う
な
演
技
に
俳
優
と

し
て
の
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
。そ
の
夜
ロ
ケ
ア
ッ

プ（
ロ
ケ
終
了
）の
祝
賀
会
が
湯
布
院
で
あ
り
ま
し

た
。ハ
ル
カ
役
の
村
川
絵
梨
さ
ん
を
は
じ
め
キ
ャ

ス
ト
の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
出
席
さ
れ
、
湯
布
院

か
ら
も
ロ
ケ
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
２
０
０
人
近

く
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ハ
ル

カ
」
ち
ゃ
ん
は
湯
布
院
に
今
度
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
ぜ
ひ
来
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。私
は
こ

の「
風
の
ハ
ル
カ
」を
最
大
限
活
用
し
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
由
布
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

外
で
は
今
も
コ
ジ
ュ
ケ
イ
が
や
っ
ぱ
り
け
た
た

ま
し
く
鳴
い
て
い
ま
す
。

2006.3⑳㉑2006.3

市政だより

　この冬はやっぱり寒かったと思います。
「本当に暖冬かえ？」と随分と思ったことが
あります。おかげで好物の鍋料理をおいしく
食べることができましたが…。しかし、地球規
模でいえば地球温暖化が進んでいるのは確
かな様で、温暖化によりこれからの異常気象
なども心配されます。そういえば数年前の映
画「デイ・アフター・トゥモロー」はそんな異常
気象を描いた作品で、恐い気もします。広い
目で見れば、地球は私たちの〝家〟。家を大
切にしたいものです。

　２月10日から26日までの17日間に渡って
開催された冬季オリンピック。メダルが期待
されていたスピードスケートやスノーボードな
どが残念な結果だっただけに、最後の期待
をかけて女子のフィギュアスケートをご覧に
なった方も多かったのでは？そんな日本中の
応援を受けて、荒川静香さんが見事金メダル
を獲得。あの演技や表彰シーンは、何度見て
もいいものですよね。
◆気がつけば３月。最近暖かくなってきまし
たが、もう雪を見ることもないのかなぁ。忘れ
たころにもう一回降ったりして…。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（こ）

（ゆ）

●国民健康保険税　庄内・挾間（10期分）
●入湯税　3月期分（2月分）　

納期限　平成18年3月31日㈮

こんにち
は

市
長
です
No.

3
文
・
首
藤 

奉
文

●内科・外科医
　3／12 森整形外科医院（挾間）
　3／19 岩男病院（湯布院）
　3／21 ごとう医院（挾間）
　3／26 庄内診療所（庄内）
　4／ 2 日野病院（湯布院）
　4／ 9 川崎内科（挾間）献血はもっとも身近なボランティア。あなたの

わずかな時間で救える命があります。
献血のご協力をお願いします。
　４／11㈫　湯布院庁舎（ 9：30～13：00）
　 　　岩 男 病 院（14：00～16：00）

097-583-3077
0977-84-3101
097-540-7800
097-582-3600
0977-84-2181
097-583-5211

●歯科医
　3／12 小原歯科医院（挾間）
　4／ 9 木本歯科クリニック（挾間）

097-583-3877
097-583-3385

平成17年大分県広報コンクール（市部）で、
由布市報『あらかしの森林通信／YUFU City
情報広場』が特選を受賞しました。市報は全国
広報コンクールへ大分県推薦されました。昨年
10月１日に由布市が誕生以来、まだ少ない号の
発行にもかかわらず、このような賞をいただい
たことは大変嬉しく、また市民の皆さんをはじ
め、読者の方に心から感謝申し上げます。

総務部総合政策課　広報広聴係

休日在宅当番医

献血のお知らせ

今月の税
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市政だより

　この冬はやっぱり寒かったと思います。
「本当に暖冬かえ？」と随分と思ったことが
あります。おかげで好物の鍋料理をおいしく
食べることができましたが…。しかし、地球規
模でいえば地球温暖化が進んでいるのは確
かな様で、温暖化によりこれからの異常気象
なども心配されます。そういえば数年前の映
画「デイ・アフター・トゥモロー」はそんな異常
気象を描いた作品で、恐い気もします。広い
目で見れば、地球は私たちの〝家〟。家を大
切にしたいものです。

　２月10日から26日までの17日間に渡って
開催された冬季オリンピック。メダルが期待
されていたスピードスケートやスノーボードな
どが残念な結果だっただけに、最後の期待
をかけて女子のフィギュアスケートをご覧に
なった方も多かったのでは？そんな日本中の
応援を受けて、荒川静香さんが見事金メダル
を獲得。あの演技や表彰シーンは、何度見て
もいいものですよね。
◆気がつけば３月。最近暖かくなってきまし
たが、もう雪を見ることもないのかなぁ。忘れ
たころにもう一回降ったりして…。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（こ）

（ゆ）

●国民健康保険税　庄内・挾間（10期分）
●入湯税　3月期分（2月分）　

納期限　平成18年3月31日㈮

こんにち
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市
長
です
No.
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●内科・外科医
　3／12 森整形外科医院（挾間）
　3／19 岩男病院（湯布院）
　3／21 ごとう医院（挾間）
　3／26 庄内診療所（庄内）
　4／ 2 日野病院（湯布院）
　4／ 9 川崎内科（挾間）献血はもっとも身近なボランティア。あなたの

わずかな時間で救える命があります。
献血のご協力をお願いします。
　４／11㈫　湯布院庁舎（ 9：30～13：00）
　 　　岩 男 病 院（14：00～16：00）

097-583-3077
0977-84-3101
097-540-7800
097-582-3600
0977-84-2181
097-583-5211

●歯科医
　3／12 小原歯科医院（挾間）
　4／ 9 木本歯科クリニック（挾間）

097-583-3877
097-583-3385

平成17年大分県広報コンクール（市部）で、
由布市報『あらかしの森林通信／YUFU City
情報広場』が特選を受賞しました。市報は全国
広報コンクールへ大分県推薦されました。昨年
10月１日に由布市が誕生以来、まだ少ない号の
発行にもかかわらず、このような賞をいただい
たことは大変嬉しく、また市民の皆さんをはじ
め、読者の方に心から感謝申し上げます。

総務部総合政策課　広報広聴係

休日在宅当番医

献血のお知らせ

今月の税
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第15回 大分県野菜経営コンクール

㈲挾間グリーンファーム
代表 五島 泰浩さん

このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために
シリーズで掲載していきます。 　現在、部員は小学１年から５年までの20人。毎

週土、日曜日と祭日の午前９時から午後４時まで、
庄内総合運動公園多目的広場で練習に励んでいます。
練習では６人の指導者が、投げる、打つ、捕る、走
るなどの基本技術を中心にていねいに指導。また、
チームプレーの野球を通じて、礼儀や思いやりの心
なども学べる場にと取り組んでいるようです。
　昨年度は地区代表として、大分県大会に２回出場。
新チームでも県大会へ進出できるよう、全員野球で
頑張っています。「ヒットが打てたり、試合に勝っ
たときはうれしいです。友だちもいっぱいできまし
た」と話す子どもたち。大きな掛け声を出し、グラ
ウンド狭しと走り回っていました。練習以外にも、
必勝祈願登山や焼肉パーティなどのレクリエーショ
ンで親睦を深め、団結力を養っています。
　同部では現在部員を募集中です。庄内地域の小学
生であれば、男女問わず、いつでも入部できます。
興味のある方はご自由に見学にお越しください。問
い合わせは久多良木（☎097－582－3212）ま
で。

元気いっぱい全員野球

ス ポ ー ツ に が ん ば る
子どもたちを紹介します

庄内少年野球クラブ庄内少年野球クラブ

　お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の
方は、事前に市役所総合政策課へ電話でお申し込みください。
対象となるのは、３歳以下のお子さんで旧３町広報紙のお誕生
日コーナーに掲載されたことがない方とします。４月号掲載分
は３月２４日を締切とします。

ハッピー バースデーバースデー3月ハッピー
H A P P Y  B I R T H D A Y  T O  Y O U !

申込先

平成15年３月１日生・平成17年３月４日生　挾間町古野

たかはし ひなた

河野 衆温ちゃん

平成17年３月13日生　湯布院町川南

かわの しゅおん

衆温１歳の誕生日
おめでとう。

これからもおにいちゃんと
一緒に仲良く遊ぼうね。

古長 希也ちゃん

平成16年３月19日生　湯布院町湯平

こちょう きなり

希也はわが家の太陽です。
いつもみんなを

明るくしてくれます。
ありがとう。

由布市総合政策課広報広聴係
☎097－582－1111 内線217

　五島さんは平成４年から水耕コネギ栽培を経営。『べ
っぴんねぎ』として市場に出荷されており、読者の方の食
卓を飾ったことも随分とあるのではないでしょうか。
　第１５回大分県野菜経営コンクールでは最優秀賞（副
賞として農林水産大臣賞）を受賞。自社製装置の開発、
出荷資材の共同購入、単肥配合など積極的な低コスト化
が認められました。
　「今まで一生懸命やってきたその結果が認められたも
のと感謝しております。皆の苦労が報われたんです」と
五島さんは感想を話してくれました。
　現在、県内には水耕コネギ栽培農家は１７農家あり、互
いの情報交換や経営のレベルアップに努めてきました。
べっぴんねぎは「別府のネギ」をひっかけたネーミング。
五島さんは７２アールの水耕栽培面積を持ち、年間に３
㎏入りケースをおよそ３8,0００ケース（１１４ｔ）を主に関
西方面へ出荷。露地ネギほどは天候に左右されないも
のの、需要の多い寒い時期は量的に落ち込み、また３月
には需要が落ち込むなどのデータがあり、効率よく管理
することが大切となっています。
　ネギのレシピとしてはネギサラダがおすすめ。カツオ
節とマヨネーズ、しょう油で作る簡単料理で、「さわやか
な歯ごたえがいいですよ」と五島さんも拡販時にＰＲし
ているとか。やや甘みのある味は薬味以外の食べ方も
楽しめるようです。
　作業場には五島さんが発明し、自ら作った機械もあり、
随分と作業の負担が減り、作業が便利になったといいま
す。「残留農薬検査などの厳しいチェックもクリアーして
おり、安全安心な品として自信を持ってお届けします」と
五島さん。
　奥さんのマリ子さんのおかげもあり、ここまでやって
これたことに大変感謝していると話してくれました。

▶
自動洗い機など
五島さん自身で
作った機械も自
慢のもの　　　

　「妻と二人三脚でここまでやってこれました」と表彰式
▼では妻・マリ子さん（右）と一緒の泰浩さん

5由布さわやかキッズ

日笑３歳、
日和１歳のお誕生日
おめでとう。

素直で心やさしい
女の子になってね！

高橋 日笑ちゃん・日和ちゃん

ひより
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庄内町梨研究同志▶
会も優秀賞を受賞

まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ
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昔ながらの食文化を学ぶ

安全・安心地域づくり

風を感じてのんびりと

竹田市直入町がぐーんと近くに発 展

発 見

安 全

文 化

直入庄内区域農用地総合整備事業の一環として整備された
由布市庄内町と竹田市直入町間（14.7㎞）の農業用道路が完成。２月
26日、庄内町野畑で開通式が行われ、関係者がテープカットとくす玉割
りをし、開通を祝いました。
  この事業は、平成７年から中山間地域の道路や農地を整える目的で進
められたもので、この道路完成により、従来の県道などの利用よりも10
～15分短縮されます。

地元の声援を背に受けて
春季県体・第48回県内一周大分合同駅伝競争大会が、２月

20日から24日の日程で開かれました。合併後初の大会で16チームが競
う中、由布市チームも各区間で奮闘。第３日目は挾間庁舎前再出発で、
首藤市長がスターター。地元の声援を受けた３区から一気に加速し始
めました。チームは地元３区間を２位でフィニッシュ。大会総合成績は４
位と健闘しました。

ふるさと再発見・大分県一村一ウオーキング大会庄内町大会
が２月12日、庄内総合運動公園を出発地点として行われました。出発式
では、新たに誕生した「由布高原ウオーキング協会」へ県協会から旗が
手渡されました。県内各地から集まった参加者は、元気よい掛け声とと
もに10㎞と20㎞コースに分かれて出発。庄内の自然を感じ、心地よい汗
を流しました。なお、３月26日には、お花見ウォークが湯布院町で行わ
れます。

２月９日、青少年の日「親子ウォーク」が挾間・古野地区で催
されました。これは親子と地域が一体となり、通学路などの安全点検を
しながら防犯意識を高め、あわせてゴミ拾い活動を行うというもの。当
日は地区子ども会のほか、由布川小学校区内の少年少女スポーツ団体
や地区関係者など多くの参加がありました。参加者は危険個所のチェッ
クを行い、またクリーンな気持ちで街を美しくしていました。

里山の自然や文化を体験する「第４回しょうない里山学校」
が２月19日、庄内ゆうゆう館で行われました。今回のテーマは「里山の
スローフード」で、大分市などから16人が参加し、豆腐とこんにゃく作り
を体験。参加者は石臼を使った大豆ひきなどを楽しみ、地元指導者の
皆さんとの会話も弾んでいました。出来上がったばかりの豆腐は、「甘
くて素朴な味がする」と好評でした。

わがまちの農産物発展へ

頼りになる「ミヲマモル」

助け合いの気持ちで
２月10日、西庄内小学校の児童代表が来庁し、首藤市長へお

年玉募金として9,922円を手渡しました。児童会長の首藤拓也くん（６
年）は「高齢化社会の中でお互いに助け合うことが大事。このお金を少
しでも役立ててください」とあいさつ。同校はこれまで学習の中で福祉
について学んできており、子どもたちのあたたかい気持ちの表れとなり
ました。募金は由布市社会福祉協議会へと送られました。

由布市では２月から市内全小学校児童へ防犯ブザーを貸与
することとなりました。その名は「ミヲマモル」。２月２日には、市内小学
校を代表して挾間小学校の宮﨑恭司校長と山﨑大樹くん（６年）が首
藤市長から防犯ブザーを受け取りました。「自分の身は自分で守る心が
けで、いざという時にはブザーを使いたい」と山崎くんは感想を話しま
した。まずは、防犯ブザーを使う機会がないことが一番です！

２月７日、大分市にあるトキハ会館ローズの間において平成17年
度園芸関係表彰式が開かれました。第15回大分県野菜経営コンクールで
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耕コネギが最優秀賞（副賞で農林水産大臣賞）を受賞。また、第10回大分
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賞で大分県農業会議会長賞）を受賞というおめでたい結果となりました。
※本紙「YUFU City情報広場２ページで五島泰浩さんを紹介しています。
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11日は午前11時から12時まで、拡大おはなし会。西庄内
小学校のお友達も出演！
１２日は図書館まつり。楽しいお話や人形劇、そして楢根
作の詩や朗読劇ともりだくさん。大人にもお勧めします。
お友だちお誘いあわせておいでください。

１２日に読書まつりがあります。
12：45～13：45　庄内公民館図書室
ブラックシアター、紙芝居、わらべ歌などもりだくさん！

出ました！！「カエルとお月さま」

次はあなたの作品を待っています。▲カエルとお月さま

2006.3⑦⑥2006.3

舞台は、そう遠くない未来 老化を防ぐ薬が発見されて、だれもが若くいられるようになった時代の、数少ない本物の子ども・タリンの物
語。死について、老いについて、若さについて、そして何よりも生について考えてみたくなる一冊です。　ぜひお読み下さい。　　

二階の郷土資料コーナーには、大分県在住者、出身者の創作絵本を置いています。どの絵本も心和むものばかりです。手にとって
絵とストーリーをお楽しみ下さい。　

ヨーロッパの国の切手がたくさん載っています。切手そのものにメッセージが込められているものや、オリンピック記念のも
の、12星座をそれぞれデザインしたものなどなど、その国らしさとユーモアが満載です。ぜひ手にとってみて下さい。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ねこねこ多

JOY

『世界でたったひとりの子』　　　

郷土資料コーナーの『絵本』たち　

『STAMP　STAMP　STAMP　europe』塚本　太朗　著　693.8/ ツ　湾曲コーナー　　　

郷土資料コーナー

アレックス･シアラー　著　金原　瑞人　訳　933.7／シ　一般コーナー

あ

ボケとツッコミが絶妙なハムスター夫婦の日常を漫画形式で描いています。まるでショートコントのような日常に思わずもれる
ムフムフした笑い。笑いながらも日々の小さな幸せに共感し、ほんのりとあたたかくなる本です。　　　

さまざまなストレスにさらされている現代人にとって「不眠」は生活習慣病のひとつとなっています。眠れない不安や苦痛、なか
なか理解してもらえないつらさをこの本で吹き飛ばしてください。　　　　　　　

今回は「これをやめると○○が解消する」ヒント満載の本です。便利だからと思ってしている事も、よくよく考えると・・・？！生活のスタ
イルを見直すと案外まだまだ「ムダ」を発見でき、それを改善することによりさらに身軽になれるかもしれませんね。　　　　　　　　

眠眠

むぎ

『だらだら毎日』　　　

『快適睡眠88の即効レシピ』　

『やめたら、お家スッキリ！』　ONDORI 社 　594／ブ　くらしコーナー

ピゴット家のママが出ていって、みんなブタさんになっちゃって家じゅう大変。共働き家庭のお父さんや子どもたちへのメッセージ
絵本です。　　　　朗

『おんぶはこりごり』　湯布院公民館図書室　アンソニー・ブラウン作　E/ブ

太田　龍朗　監修 　S498.3／ド　健康コーナー

とぽすけ　著　Y726.1/ ト　ヤングコーナー

吾
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書
お
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す
め
の
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冊
！

ほ
か
多
数

＊後藤楢根は、由布市挾間町出身の童話作家です。

幸 野　啓 子 さん

「桜・さくら」

棉
の
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さ

月
の
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さ
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「
月
夜
の
棉
畑
」よ
り

そろそろ桜の木が何となく桃色になっ
てきましたね。今月は「さくら」につ
いて思いをめぐらせてください。
さくら・桜海老・桜紙・桜肉
ｅｔｃ、ｅｔｃ・・・

そろそろ桜の木が何となく桃色になっ
てきましたね。今月は「さくら」につ
いて思いをめぐらせてください。
さくら・桜海老・桜紙・桜肉
ｅｔｃ、ｅｔｃ・・・

※22日（水）のパソコン教室は13：00～15：00休室

月
夜
の
棉
畑

　小学生向けの後藤楢根作品集「カエルとお月
さま」が発刊されました。「燃える密林」「千里
眼物語」などおもしろい作品が満載です。
　故郷の偉人後藤楢根をみなさんに知っていた
だきたくて、由布市教育委員会は、彼の代表的
な作品集めた作品集（小学生向け）を発刊しま
した。由布市立図書館にあります。庄内・湯布
院図書室と市内各小学校は 5月には無償配布し
ます。ぜひ手にとってご覧ください。
　大人も結構楽しめます。印刷部数に限りがあ
り、販売は致しておりません。
　これを機会に、ふるさとが
生んだ偉大な童話作家・後藤
楢根のことを心に留めてくだ
さい。
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11日は午前11時から12時まで、拡大おはなし会。西庄内
小学校のお友達も出演！
１２日は図書館まつり。楽しいお話や人形劇、そして楢根
作の詩や朗読劇ともりだくさん。大人にもお勧めします。
お友だちお誘いあわせておいでください。

１２日に読書まつりがあります。
12：45～13：45　庄内公民館図書室
ブラックシアター、紙芝居、わらべ歌などもりだくさん！

出ました！！「カエルとお月さま」

次はあなたの作品を待っています。▲カエルとお月さま

2006.3⑦⑥2006.3

舞台は、そう遠くない未来 老化を防ぐ薬が発見されて、だれもが若くいられるようになった時代の、数少ない本物の子ども・タリンの物
語。死について、老いについて、若さについて、そして何よりも生について考えてみたくなる一冊です。　ぜひお読み下さい。　　

二階の郷土資料コーナーには、大分県在住者、出身者の創作絵本を置いています。どの絵本も心和むものばかりです。手にとって
絵とストーリーをお楽しみ下さい。　

ヨーロッパの国の切手がたくさん載っています。切手そのものにメッセージが込められているものや、オリンピック記念のも
の、12星座をそれぞれデザインしたものなどなど、その国らしさとユーモアが満載です。ぜひ手にとってみて下さい。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ねこねこ多

JOY

『世界でたったひとりの子』　　　

郷土資料コーナーの『絵本』たち　

『STAMP　STAMP　STAMP　europe』塚本　太朗　著　693.8/ ツ　湾曲コーナー　　　

郷土資料コーナー

アレックス･シアラー　著　金原　瑞人　訳　933.7／シ　一般コーナー

あ

ボケとツッコミが絶妙なハムスター夫婦の日常を漫画形式で描いています。まるでショートコントのような日常に思わずもれる
ムフムフした笑い。笑いながらも日々の小さな幸せに共感し、ほんのりとあたたかくなる本です。　　　

さまざまなストレスにさらされている現代人にとって「不眠」は生活習慣病のひとつとなっています。眠れない不安や苦痛、なか
なか理解してもらえないつらさをこの本で吹き飛ばしてください。　　　　　　　

今回は「これをやめると○○が解消する」ヒント満載の本です。便利だからと思ってしている事も、よくよく考えると・・・？！生活のスタ
イルを見直すと案外まだまだ「ムダ」を発見でき、それを改善することによりさらに身軽になれるかもしれませんね。　　　　　　　　

眠眠

むぎ

『だらだら毎日』　　　

『快適睡眠88の即効レシピ』　

『やめたら、お家スッキリ！』　ONDORI 社 　594／ブ　くらしコーナー

ピゴット家のママが出ていって、みんなブタさんになっちゃって家じゅう大変。共働き家庭のお父さんや子どもたちへのメッセージ
絵本です。　　　　朗

『おんぶはこりごり』　湯布院公民館図書室　アンソニー・ブラウン作　E/ブ

太田　龍朗　監修 　S498.3／ド　健康コーナー

とぽすけ　著　Y726.1/ ト　ヤングコーナー
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＊後藤楢根は、由布市挾間町出身の童話作家です。
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そろそろ桜の木が何となく桃色になっ
てきましたね。今月は「さくら」につ
いて思いをめぐらせてください。
さくら・桜海老・桜紙・桜肉
ｅｔｃ、ｅｔｃ・・・

そろそろ桜の木が何となく桃色になっ
てきましたね。今月は「さくら」につ
いて思いをめぐらせてください。
さくら・桜海老・桜紙・桜肉
ｅｔｃ、ｅｔｃ・・・

※22日（水）のパソコン教室は13：00～15：00休室

月
夜
の
棉
畑

　小学生向けの後藤楢根作品集「カエルとお月
さま」が発刊されました。「燃える密林」「千里
眼物語」などおもしろい作品が満載です。
　故郷の偉人後藤楢根をみなさんに知っていた
だきたくて、由布市教育委員会は、彼の代表的
な作品集めた作品集（小学生向け）を発刊しま
した。由布市立図書館にあります。庄内・湯布
院図書室と市内各小学校は 5月には無償配布し
ます。ぜひ手にとってご覧ください。
　大人も結構楽しめます。印刷部数に限りがあ
り、販売は致しておりません。
　これを機会に、ふるさとが
生んだ偉大な童話作家・後藤
楢根のことを心に留めてくだ
さい。
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由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線217

みんなのひろばみんなのひろば●

試　験

相　談

教室・講習会

入 館 料：大人（高校生以上）300円
　　　　　小人（小・中学生）150円
開館時間：午前10時～午後４時
休 館 日：毎週火曜日・年末年始

▲診察室 ▲治療用ベッド

▲病棟 ▲日野俊子先生寿像

●次回紹介は……
　国指定重要文化財　龍祥寺放牛光林像・寺
の歴史に触れる！です。お楽しみに！

問い合わせ

旧日野医院　本館外観

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.2

2006.3⑨⑧2006.3

みんなのひろばみんなのひろば今回は湯布院町にある「国指定重要文化財旧日
野医院」を紹介します

　国道210号を湯布院町に向けて車で走ると、由布
院盆地に入る手前の徳野地区に国指定重要文化財
の旧日野医院があります。明治時代に建てられた
とは思えない西洋風の美しい病院です。
  この医院を建てた日野家は、江戸時代から続く医
家で、第３代目日野要が、明治27年（1894）に、
洋風の本館を建築。国内では、明治時代の病院と
病棟が今も残っているのは、たいへん珍しく貴重
であることから、平成11年に国指定重要文化財に
指定されました。平成４年には、２代目清記（要
の父）の履歴書と、彼が明治15年に由富病院とい
う総合病院を建てよう、と考えていた古文書が発
見されたことから病院建設の希望を、子どもの要
が実現したと思われます。

　清記は、叔父で「わが国種痘の恩人」と言われ
る京都の日野鼎哉に約４年間、蘭学を学びました。
彼は、学んだ技術をこの地に持ち帰り、種痘など
当時としては非常に進んだ医療を施しました。
　この旧日野医院の玄関両側の壁には、漆くいで
「二輪咲きのボタン」「見送りの鷹」のこて絵が
施され、柱の上には阿吽の龍の像が置かれていま
す。待合室は畳で、天井には、漆くいでメダイオ
ンが飾られ、診察室はフローリングとなっていま
す。特に目を引くのは、２階の洋風ベランダで、
当時としては驚くような美しい建物であったこと
がうかがえます。それとは対照的に部屋は落ち着
いた和風に作られています。また庭に面した離れ
の座敷には、オンドルが作られ暖かく生活が出来
るように工夫されています。
　要の娘、日野俊子もまた、大分県第２号の女医
として、現役で85歳まで診察したことで有名です。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内233）

国家公務員採用試験（大学卒業程度）
●Ⅰ種試験
受験資格　①昭和48年４月２日生～昭和60年４
月１日生②昭和60年４月２日以降生まれで平成
19年３月までに大学卒業・卒業見込及び人事院が
同等と認める者
受付期間　４月３日㈪～４月10日㈪
試験日　４月30日㈰
●Ⅱ種試験
受験資格　①昭和52年４月２日生～昭和60年４
月１日生②昭和60年４月２日以降生まれで平成
19年３月までに大学・短大・高専を卒業・卒業見
込及び人事院が同等と認める者
受付期間　４月14日㈮～４月25日㈫
試験日　６月18日㈰
問い合わせ　人事院九州事務局第二課試験係（☎
092－431－7733）

危険物取扱者試験
日時　６月18日㈰午前10時
場所と種類　日本文理大学（甲種、４類を除く乙
種、丙種）、大分大学（乙種４類）
受付期間　４月17日㈪～４月26日㈬
願書配布場所　由布市消防本部予防課、県消防防
災課など（３月13日から配布）
問い合わせ　消防試験研究センター大分県支部
（☎097－537－0427）

技能検定試験
職種　機械加工、造園、左官、鉄工、塗装、建具
製作、フラワー装飾など

受付期間　４月４日㈫～４月14日㈮
実技試験日　６月12日㈪～９月10日㈰
学科試験日　７月30日㈰、８月20日㈰、８月27
日㈰、８月30日㈬、９月３日㈰
問い合わせ　大分県職業能力開発協会（☎097－
542－3651）

消費者相談
架空請求、オレオレ詐欺などの被害が多発してい
ます。消費生活に関する苦情や困りごとなどがあ
りましたらお気軽にご相談ください（相談無料）。
日時　３月14日㈫、午前９時～12時
場所　挾間庁舎３階会議室、庄内庁舎３階会議
室、湯布院庁舎商工観光課内
相談員　くらしの安心相談員
問い合わせ　商工観光課（☎0977－84－3111
　内線514）

年金無料相談会
日時と場所　３月17日㈮午前10時～12時・庄内
町商工会館、３月17日㈮午後１時～３時・挾間町
商工会館、３月24日㈮午前10時～午後３時・湯
布院町商工会館
相談員　生野基（社会保険労務士・年金コンサル
タント）
申込・問い合わせ
庄内町商工会（☎097－582－0094）
挾間町商工会（☎097－583－0235）
湯布院町商工会（☎0977－84－2445）
※事前の予約が必要です。

公開講座「骨と歯と顔の健康を考える」
日時　４月２３日㈰午後１時～４時
場所　iichiko音の泉ホール（オアシス広場内）
内容　講演「骨粗鬆症と歯の健康」「顔の形と咬
み合わせ」など
入場料　無料
申込・問い合わせ　大分岡病院コールセンター
（☎097－503－5033、FAX097－503－
6606、keiwakai@oka-hp.com）
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野医院」を紹介します

　国道210号を湯布院町に向けて車で走ると、由布
院盆地に入る手前の徳野地区に国指定重要文化財
の旧日野医院があります。明治時代に建てられた
とは思えない西洋風の美しい病院です。
  この医院を建てた日野家は、江戸時代から続く医
家で、第３代目日野要が、明治27年（1894）に、
洋風の本館を建築。国内では、明治時代の病院と
病棟が今も残っているのは、たいへん珍しく貴重
であることから、平成11年に国指定重要文化財に
指定されました。平成４年には、２代目清記（要
の父）の履歴書と、彼が明治15年に由富病院とい
う総合病院を建てよう、と考えていた古文書が発
見されたことから病院建設の希望を、子どもの要
が実現したと思われます。

　清記は、叔父で「わが国種痘の恩人」と言われ
る京都の日野鼎哉に約４年間、蘭学を学びました。
彼は、学んだ技術をこの地に持ち帰り、種痘など
当時としては非常に進んだ医療を施しました。
　この旧日野医院の玄関両側の壁には、漆くいで
「二輪咲きのボタン」「見送りの鷹」のこて絵が
施され、柱の上には阿吽の龍の像が置かれていま
す。待合室は畳で、天井には、漆くいでメダイオ
ンが飾られ、診察室はフローリングとなっていま
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込及び人事院が同等と認める者
受付期間　４月14日㈮～４月25日㈫
試験日　６月18日㈰
問い合わせ　人事院九州事務局第二課試験係（☎
092－431－7733）

危険物取扱者試験
日時　６月18日㈰午前10時
場所と種類　日本文理大学（甲種、４類を除く乙
種、丙種）、大分大学（乙種４類）
受付期間　４月17日㈪～４月26日㈬
願書配布場所　由布市消防本部予防課、県消防防
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弓道部員募集
弓道はだれでもできるスポーツです。道具などは
そろえてありますので、以前弓道をやっていた方
はもちろん初めての方でも気軽に参加してくださ
い。楽しく練習しましょう。
対象者　高校生以上
練習場所　碩南高校弓道場
問い合わせ　吉村（☎0977－85－4820）

「春！わたしたちのまちクリーン大作戦」
に参加してみませんか
　第４回目のクリーン作戦は、大分川の源流であ
る「川を守ろう」と、川べりの清掃活動を行いま
す。子どもから高齢者までどなたでも参加できま
す。挾間町・庄内町の人もゆふいんを歩いてみま
せんか。友達やグループの参加も大歓迎、みんな
でまちをきれいにしましょう。
日時　３月18日㈯午前９
時～12時
申込・問い合わせ
湯布院公民館内湯布院町青
少年ボランティアサポート
センター（☎0977－84
－2604）

大分コンパルホール受講生募集
18年度前期の各種教室や講座の受講生を募集しま
す。詳しい教室の案内書等は各地区の公民館等で
４月１日から配布いたします。
募集期間　４月１日㈯～４月14日㈮
配布場所　はさま未来館、庄内公民館、湯布院公
民館、川西地区公民館、湯平地区公民館
問い合わせ　大分コンパルホール（☎097－538
－3700）

絵入りはがき
「森と風の町湯布院」販売中
湯布院地域を題材にした
地域限定版の絵入りはが
き「森と風の町湯布院」
が、好評販売中です。
価格　350円
　　（５枚１組）
販売場所　由布市内の各郵便局

ＮＴＴからのお知らせ
湯布院地区のアナログユーザ収容の交換機切替工
事日が３月15日から変更になりました。切替工事
に伴い、切替開始から10分程度、電話が使えなく
なります。
切替日時　３月21日㈫午前２時10分から10分程
度
対象電話　局番が84局２千台～５千台、85局２
千台～５千台、86局２千台
問い合わせ  NTT西日本熊本支店設備部サービス運
営担当（☎0120－939－961）

口ノ原桜まつり
里山を春色に染める約450本の桜並木が迎えてく
れます。展望所からは大分市内も一望でき、桜公
園として多くの方に親しまれています。
日時　４月２日㈰午前10時～
　　　※開花状況により４月９日㈰に変更あり。
場所　口ノ原ふれあい広場（庄内町南大津留中尾）
内容　もちつき大会、味コーナー（焼き鳥、だん
ご汁、おにぎり、飲み物など）
問い合わせ　本田哲正（☎097－582－1545）

訪問看護研修
日時　５月９日㈫～７月13日㈭、週のうち３日間
で合計30日間（原則として火・水・木曜日）、午
前９時30分～午後４時30分
場所　大分県看護研修センター（大分市寿町）
対象者　保健師、助産師、看護師、准看護師の有
資格者で、原則として５年以上の臨床看護経験者
内容　訪問看護に必要な講義、訪問看護ステーシ
ョン等の実習
経費　受講料は無料（資料代１万円）
申込期間　３月13日㈪～４月７日㈮
申込方法　電話またはファクスで申込後、受講申
込用紙を送付します。
申込・問い合わせ
大分県ナースセンター
（☎097－534－8118、
FAX097－532－2558）

赤十字救急法講習会

対象　15歳以上
場所　日赤大分県支部（大分市千代町）
教材費等　800円～3,000円
申込・問い合わせ　日赤大分県支部（☎097－
534－2236）

大分県奨学会奨学生募集
高等学校等緊急支援奨学金対象者　大分県内に住
所を有する人の子弟で、県内の高校または高等専
門学校に在学している人で、優秀な資質を有し、
経済的理由により修学が困難な人
高等学校等育英奨学金対象者　大分県内に住所を
有する人の子弟で、高校（盲・ろう・養護学校の
高等部を含む）または専修学校高等課程に在学し
ている人で、優秀な資質を有し、経済的理由によ
り修学が困難な人
募集期間　平成18年４月上旬～５月中旬
貸与期間　平成18年４月から在学する学校の標準
修業期間の終わる月まで
貸与月額　国公立自宅１万８千円～私立自宅外３
万５千円
問い合わせ　大分県奨学会（☎097－536－
1111内線5614）

自然体験参加者募集

自然と人がふれあう活動を行ってきた「口の原ふ
れあい友の会」。活動も10年目を迎え、名称を
「由布・自然とふれあう友の会」とし、広く参加
者を募集します。年間10回の活動で、各回ごとで
も参加できます。家族や友だちと一緒に自然を感
じてみませんか。
問い合わせ　生野喜和人（☎097－582－
0109）、本田哲正（☎097－582－1545）、
工藤恭子（☎097－582－0648）

日　時

コ　ー　ス 内　容 日　　　時

負担の少ない
介護の方法

家庭看護法
一般講習

5月11日㈭
午前10時～午後4時30分

乳幼児の応急
・救命手当

幼児安全法
一般講習

4月15日㈯
午後1時～4時30分

乳幼児に起こり
やすい病気や
けがの手当

幼児安全法
支援員養成

5月27日㈯・28日㈰
午前9時～午後5時30分

赤ちゃんの
ための救急処置
スクール

幼児安全法
一般講習

6月18日㈰
午後1時～4時30分

AED（自動
対外式除細動器）

講習会
救急法
AED講習

4月26日㈬・6月10日㈯
午後1時～4時30分

救急法
一般講習

5月30日㈫
午前9時30分～午後4時

赤十字救急法

救急法
救急員養成

5月16日㈫・17日㈬
・18日㈭・19日㈮
午前9時～午後5時

テ　ー　マ 開　催　地

3月25日㈯
10：00～13：00

原生林とのふれあい①
－黒岳の冬木立を歩く－

黒岳、男池
かくし水コース

4月22日㈯
10：00～12：00

里山の春
－梨の子ども、若葉の季節－

5月27日㈯
10：00～12：00

伝説をたずねて
－鬼の石段、初夏の雑木林－

熊群山、
熊群神社

庄内町
高岡小松台

第４２回子ども駅伝大会
湯布院地区の子ども駅伝大会が１月29日、８チーム（オープン参
加を含む）、82人が参加し行われました。結果は以下のとおり。
（チーム）１位　乙丸Ａ、２位　湯平、３位　川北
（区間賞）１区　都健太朗（川北）、２区　加藤大和（乙丸A）、３
区　幸野実柚（湯平オープンＡ）、４区　友岡菜々彩（湯平）、５
区　近藤恭平（川西Ａ）、６区　加藤岬（乙丸Ａ）、７区　大谷くみ
こ（乙丸Ａ）、８区　永尾冬馬（乙丸Ａ）、９区　麻生しほり（湯
平）、１０区　日野世有平（川北）　（ ）はチーム名
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弓道部員募集
弓道はだれでもできるスポーツです。道具などは
そろえてありますので、以前弓道をやっていた方
はもちろん初めての方でも気軽に参加してくださ
い。楽しく練習しましょう。
対象者　高校生以上
練習場所　碩南高校弓道場
問い合わせ　吉村（☎0977－85－4820）

「春！わたしたちのまちクリーン大作戦」
に参加してみませんか
　第４回目のクリーン作戦は、大分川の源流であ
る「川を守ろう」と、川べりの清掃活動を行いま
す。子どもから高齢者までどなたでも参加できま
す。挾間町・庄内町の人もゆふいんを歩いてみま
せんか。友達やグループの参加も大歓迎、みんな
でまちをきれいにしましょう。
日時　３月18日㈯午前９
時～12時
申込・問い合わせ
湯布院公民館内湯布院町青
少年ボランティアサポート
センター（☎0977－84
－2604）

大分コンパルホール受講生募集
18年度前期の各種教室や講座の受講生を募集しま
す。詳しい教室の案内書等は各地区の公民館等で
４月１日から配布いたします。
募集期間　４月１日㈯～４月14日㈮
配布場所　はさま未来館、庄内公民館、湯布院公
民館、川西地区公民館、湯平地区公民館
問い合わせ　大分コンパルホール（☎097－538
－3700）

絵入りはがき
「森と風の町湯布院」販売中
湯布院地域を題材にした
地域限定版の絵入りはが
き「森と風の町湯布院」
が、好評販売中です。
価格　350円
　　（５枚１組）
販売場所　由布市内の各郵便局

ＮＴＴからのお知らせ
湯布院地区のアナログユーザ収容の交換機切替工
事日が３月15日から変更になりました。切替工事
に伴い、切替開始から10分程度、電話が使えなく
なります。
切替日時　３月21日㈫午前２時10分から10分程
度
対象電話　局番が84局２千台～５千台、85局２
千台～５千台、86局２千台
問い合わせ  NTT西日本熊本支店設備部サービス運
営担当（☎0120－939－961）

口ノ原桜まつり
里山を春色に染める約450本の桜並木が迎えてく
れます。展望所からは大分市内も一望でき、桜公
園として多くの方に親しまれています。
日時　４月２日㈰午前10時～
　　　※開花状況により４月９日㈰に変更あり。
場所　口ノ原ふれあい広場（庄内町南大津留中尾）
内容　もちつき大会、味コーナー（焼き鳥、だん
ご汁、おにぎり、飲み物など）
問い合わせ　本田哲正（☎097－582－1545）

訪問看護研修
日時　５月９日㈫～７月13日㈭、週のうち３日間
で合計30日間（原則として火・水・木曜日）、午
前９時30分～午後４時30分
場所　大分県看護研修センター（大分市寿町）
対象者　保健師、助産師、看護師、准看護師の有
資格者で、原則として５年以上の臨床看護経験者
内容　訪問看護に必要な講義、訪問看護ステーシ
ョン等の実習
経費　受講料は無料（資料代１万円）
申込期間　３月13日㈪～４月７日㈮
申込方法　電話またはファクスで申込後、受講申
込用紙を送付します。
申込・問い合わせ
大分県ナースセンター
（☎097－534－8118、
FAX097－532－2558）

赤十字救急法講習会

対象　15歳以上
場所　日赤大分県支部（大分市千代町）
教材費等　800円～3,000円
申込・問い合わせ　日赤大分県支部（☎097－
534－2236）

大分県奨学会奨学生募集
高等学校等緊急支援奨学金対象者　大分県内に住
所を有する人の子弟で、県内の高校または高等専
門学校に在学している人で、優秀な資質を有し、
経済的理由により修学が困難な人
高等学校等育英奨学金対象者　大分県内に住所を
有する人の子弟で、高校（盲・ろう・養護学校の
高等部を含む）または専修学校高等課程に在学し
ている人で、優秀な資質を有し、経済的理由によ
り修学が困難な人
募集期間　平成18年４月上旬～５月中旬
貸与期間　平成18年４月から在学する学校の標準
修業期間の終わる月まで
貸与月額　国公立自宅１万８千円～私立自宅外３
万５千円
問い合わせ　大分県奨学会（☎097－536－
1111内線5614）

自然体験参加者募集

自然と人がふれあう活動を行ってきた「口の原ふ
れあい友の会」。活動も10年目を迎え、名称を
「由布・自然とふれあう友の会」とし、広く参加
者を募集します。年間10回の活動で、各回ごとで
も参加できます。家族や友だちと一緒に自然を感
じてみませんか。
問い合わせ　生野喜和人（☎097－582－
0109）、本田哲正（☎097－582－1545）、
工藤恭子（☎097－582－0648）

日　時

コ　ー　ス 内　容 日　　　時

負担の少ない
介護の方法

家庭看護法
一般講習

5月11日㈭
午前10時～午後4時30分

乳幼児の応急
・救命手当

幼児安全法
一般講習

4月15日㈯
午後1時～4時30分

乳幼児に起こり
やすい病気や
けがの手当

幼児安全法
支援員養成

5月27日㈯・28日㈰
午前9時～午後5時30分

赤ちゃんの
ための救急処置
スクール

幼児安全法
一般講習

6月18日㈰
午後1時～4時30分

AED（自動
対外式除細動器）

講習会
救急法
AED講習

4月26日㈬・6月10日㈯
午後1時～4時30分

救急法
一般講習

5月30日㈫
午前9時30分～午後4時

赤十字救急法

救急法
救急員養成

5月16日㈫・17日㈬
・18日㈭・19日㈮
午前9時～午後5時

テ　ー　マ 開　催　地

3月25日㈯
10：00～13：00

原生林とのふれあい①
－黒岳の冬木立を歩く－

黒岳、男池
かくし水コース

4月22日㈯
10：00～12：00

里山の春
－梨の子ども、若葉の季節－

5月27日㈯
10：00～12：00

伝説をたずねて
－鬼の石段、初夏の雑木林－

熊群山、
熊群神社

庄内町
高岡小松台

第４２回子ども駅伝大会
湯布院地区の子ども駅伝大会が１月29日、８チーム（オープン参
加を含む）、82人が参加し行われました。結果は以下のとおり。
（チーム）１位　乙丸Ａ、２位　湯平、３位　川北
（区間賞）１区　都健太朗（川北）、２区　加藤大和（乙丸A）、３
区　幸野実柚（湯平オープンＡ）、４区　友岡菜々彩（湯平）、５
区　近藤恭平（川西Ａ）、６区　加藤岬（乙丸Ａ）、７区　大谷くみ
こ（乙丸Ａ）、８区　永尾冬馬（乙丸Ａ）、９区　麻生しほり（湯
平）、１０区　日野世有平（川北）　（ ）はチーム名




